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仕 事 が 欲 し い     登録しよう！
仕事を提供したい⇒

　「西原町雇用サポートセンター」は、今日の厳しい雇用失業情勢に対応し、西原町が自ら行政施策に附帯して無料で職
業紹介事業を行うことにより、町民の雇用機会の創出・拡充をはかり、就職困難者や低所得者などの就労支援を基本とし、
新たな雇用の創出と失業者対策を進め、町の産業振興を推進し町民の生活向上に寄与することを目的とするものです。

☆登録対象 　仕事をしたい方・人材を探している企業
　○就労・就職希望者：西原町民又は本町への移住希望者　○企業（事業者等）：西原町及び近隣市町村の企業等

無料職業紹介所・西原町雇用サポートセンター

登録しよう！

詳しくは下記にお問い合わせください。
建設部産業課　TEL：098-945-4540　FAX:098-945-4580　E-mail：sangyou@town.nishihara.okinawa.jp

HELLO
WORK

玉那覇さんお手柄
！玉那覇さんお手柄
！

玉那覇さんお手柄
！ 交通事故で人命を救う 　

交
通
事
故
の
現
場
で
救
急
車
が
来
る
ま
で
の

間
、け
が
人
の
救
急
対
応
を
し
た
と
し
て
玉
那
覇

善
助
さ
ん
（
字
小
波
津
在
）が
東
部
消
防
組
合
消

防
本
部
か
ら
表
彰
さ
れ
、二
月
十
日
に
感
謝
状
と

記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
故
は
、国
道
3
2
9
号
の
小
那
覇
地
内
で
昨

年
末
発
生
し
た
自
動
車
の
衝
突
事
故
で
、追
突
さ

れ
た
方
の
玉
那
覇
さ
ん
が
、相
手
の
運
転
手
を
確

認
す
る
と
、意
識
が
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。玉
那

覇
さ
ん
は
す
ぐ
に
1
1
9
番
通
報
し
、た
ま
た
ま

通
り
か
か
っ
た
東
部
消
防
組
合
職
員
の
当
真
豪

さ
ん
と
協
力
し
て
胸
骨
圧
迫（
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
）を
実
施
。救
急
車
の
到
着
後
も
け
が
人
の
搬

送
な
ど
に
協
力
し
、け
が
人
は
病
院
へ
運
ば
れ
ま

し
た
。

　

玉
那
覇
さ
ん
と
救
急
隊
の
迅
速
な
対
応
が
実

り
、運
ば
れ
た
方
は
心
拍
が
再
開
し
て
後
日
退

院
。後
遺
症
も
な
く
社
会
復
帰
し
た
そ
う
で
す
。

　

事
故
を
振
り
返
り
玉
那
覇
さ
ん
は
、｢

最
初
、相

手
に
反
応
が
な
く
て
び
っ
く
り
し
た
が
、前
に
受

け
た
救
急
救
命
講
習
を
思
い
出
し
て
対
応
で
き

た
。講
習
を
受
け
た
経
験
が
あ
っ
た
の
で
、落
ち

着
い
て
対
応
で
き
た
と
思
う
。｣

と
語
り
、｢

後
遺

症
も
な
く
元
気
に
な
っ
た
と
聞
い
て
、本
当
に
嬉

し
か
っ
た
。｣

と
喜
び
ま
し
た
。

　

東
部
消
防
組
合
の
當
山
健
消
防
長
は｢

今
回

の
救
急
事
例
は
職
員
で
も
難
し
い
対
応
に
な
る

が
、玉
那
覇
さ

ん
の
勇
気
と
決

断
力
、冷
静
さ
が

あ
っ
て
の
こ
と
。

後
遺
症
が
残
ら

な
か
っ
た
の
は

早
め
の
の
対
応

が
で
き
た
か
ら

に
つ
き
る
。救
急

救
命
講
習
が
生

か
さ
れ
て
嬉
し

い
。｣

と
感
謝
を

述
べ
ま
し
た
。

いざというときのために救命講習を受けよう！救命講習を受けよう！救命講習を受けよう！救命講習を受けよう！
　事故で。発作で。あなたの助けが必要になるときがくるかもしれません。救命技術を持つ人
が増えれば、その分だけ助かる命があります。消防士や救命士の力だけでは限界があります。
近くに居合わせたあなたの力も大切です。お時間がある時、心肺蘇生法を学んでみませんか。

【開催日時】　●普通救命Ⅰ　毎月第 2土曜日 9:30 ～ 12:30　●上級救命講習　毎年 9月第 2土曜日
【開催場所】　東部消防組合消防本部
　　　　　　講習の受講を希望される方は、お気軽にお問い合わせください。
　　　　　　　※申請書と受講名簿はホームページからダウンロードしてご使用いただけます。
＜出張救命講習＞各事業所・施設から講習の依頼があれば、職員が出張講習に伺います。（20人～ 40人）
　　　　　　　　お問い合わせ：東部消防組合消防本部警防課　☎946-9999
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平成24年度　施政方針

３月５日の平成24年第１回西原町議会定例会で、上間明町長が述べた平成24年度施政方針は次のとおりです。

　

１　

は
じ
め
に　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

本
日
、
平
成
24
年
第
１
回
西
原

町
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
る

に
あ
た
り
、
今
年
度
の
町
政
運
営

の
基
本
と
な
る
平
成
24
年
度
予

算
案
を
は
じ
め
、
諸
議
案
の
説
明

に
先
立
ち
、
ま
ず
町
政
運
営
に
あ

た
っ
て
の
私
の
所
信
の
一
端
を

申
し
上
げ
、
議
員
各
位
及
び
町
民

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。　

　

さ
て
、
ギ
リ
シ
ャ
の
財
政
危
機

に
端
を
発
し
た
欧
州
債
務
危
機

は
、
Ｅ
Ｕ
な
ど
の
包
括
的
支
援
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
世
界
経
済
に
解

決
の
糸
口
の
見
え
な
い
債
務
不

安
を
も
た
ら
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
中
、
昨
年
８
月
に
は
円

が
戦
後
最
高
値
を
更
新
し
、
デ
フ

レ
脱
却
や
震
災
復
興
を
目
指
す

日
本
経
済
に
大
き
な
打
撃
を
与

え
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
、
前
政
権
か
ら
の
改
革

を
受
け
継
い
だ
野
田
政
権
が
誕

生
し
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
２

月
、
我
が
国
の
将
来
を
左
右
す
る

社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
大

綱
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
が
、
今

だ
に
政
局
は
不
安
定
な
状
況
か

ら
脱
却
で
き
ず
、
こ
の
国
の
形
が

ど
う
変
わ
る
の
か
、
そ
の
こ
と
に

よ
っ
て
中
央
と
地
方
の
関
係
が

ど
の
よ
う
な
制
度
や
仕
組
み
と

な
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
く
の
か
、

今
後
と
も
注
視
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
本
県
に
お
い
て
は
、
普

天
間
基
地
移
設
問
題
で
揺
れ
る

中
、
沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
の

実
現
に
向
け
、
新
た
な
沖
縄
振

興
計
画
と
さ
れ
る
沖
縄
21
世
紀

ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
（
仮
称
）
が

い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
本
町
に
お
い
て

も
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針

と
な
る
「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

（
案
）」
の
理
念
に
基
づ
き
、「
文

教
の
ま
ち
西
原
」
の
さ
ら
な
る
発

展
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
平
成
24
年
度
は
、
沖
縄
振

興
特
別
推
進
交
付
金
（
仮
称
）
の

制
度
創
設
が
実
現
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
沖
縄
振
興
に
資
す

る
事
業
で
、
沖
縄
県
の
特
殊
性
を

生
か
し
た
事
業
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
が
、
各
市
町
村
の
事
業
の

企
画
力
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。

　

さ
て
、
私
は
就
任
か
ら
早
く
も

３
年
５
ケ
月
が
経
ち
ま
し
た
が
、

引
き
続
き
町
民
の
負
託
に
応
え

る
た
め
、「
町
民
の
目
線
に
立
ち
、

町
民
本
位
の
町
政
」
を
基
本
理
念

に
、

一　

平
和
な
く
し
て
町
民
福
祉

　

な
し
。
平
和
が
す
べ
て
の
原
点

一　

町
民
が
主
体
の
「
協
働
参
画

　

の
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進

一　

町
民
の
税
金
を
大
切
に
使

　

う
予
算
執
行

一　

職
員
と
の
信
頼
関
係
の
上

　

に
、
職
員
が
能
力
を
十
分
に
発

　

揮
で
き
る
風
通
し
の
よ
い
職

　

場
づ
く
り

を
基
本
姿
勢
と
し
て
、
着
実
に
確

か
な
行
政
運
営
を
確
立
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

今
、
時
代
は
大
き
な
変
革
の
時

を
迎
え
て
い
ま
す
。
国
も
技
術
革

新
と
国
際
化
と
い
う
大
き
な
潮

流
の
中
で
、
そ
の
在
り
方
を
問
わ

れ
て
い
ま
す
。
地
方
自
治
体
も
自

治
の
理
念
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
目
ま
ぐ
る
し
く
変

化
す
る
時
代
の
中
で
、
私
た
ち
は

新
し
い
時
代
を
切
り
拓
い
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
改
革
と
創
造
」
は
、
私
た
ち

西
原
町
民
が
等
し
く
担
う
べ
き

テ
ー
マ
と
い
う
認
識
の
下
に
行

政
改
革
を
推
進
し
、
財
政
の
健
全

化
、
効
率
化
を
図
り
、
西
原
町
の

確
か
な
未
来
を
創
造
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
予
算
編
成
は
、

引
き
続
き
大
変
厳
し
い
財
政
状

況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

（1）
庁
舎
等
複
合
施
設
建
設
工
事

（2）
地
域
防
災
計
画
策
定

（3）
西
原
町
名
誉
町
民
条
例
及
び
西

　

原
町
町
民
栄
誉
賞
規
則
の
制
定

（4）
第
3
次
西
原
町
男
女
共
同
参
画

　

計
画
策
定

（5）
広
域
火
葬
場
・
斎
場
基
本
構
想

　

及
び
基
本
計
画
策
定

（6）
西
原
町
墓
地
基
本
条
例（
仮
称
）

　

の
制
定

（7）
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

　

タ
ー
事
業

（8）
新
規
認
可
保
育
園
建
設
費
補
助

　
（
西
原
保
育
所
廃
止
に
伴
う
認

　

可
保
育
園
建
設
）

（9）
認
可
保
育
園
移
転
建
設
費
補
助

　

事
業

（10）
第
６
回
西
原
町
の
産
業
ま
つ
り

（11）
農
産
物
直
売
施
設
商
圏
調
査

（12）
平
園
線（
仮
称
）道
路
整
備
事
業

（13）
小
橋
川
上
原
線
道
路
整
備
事
業

（14）
我
謝
白
川
原
道
路
予
備
設
計

（15）
都
市
公
園
安
全
・
安
心
対
策
緊

　

急
総
合
支
援
事
業

（16）
坂
田
小
学
校
耐
力
度
調
査

（17）
西
原
中
学
校
耐
震
診
断
調
査

（18）
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
の

　

実
施

（19）
内
間
御
殿
保
存
管
理
計
画
の
策

　

定
な
ど
、
主
な
新
規
事
業
を
は
じ

め
、
諸
施
策
に
つ
い
て
予
算
編
成

し
ま
し
た
。

　

以
上
、
町
政
運
営
の
基
本
姿
勢

及
び
平
成
24
年
度
の
予
算
の
特

徴
を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
次
に

執
行
体
制
と
行
財
政
の
確
立
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２　

執
行
体
制
と
行
財
政

　
　
　

の
確
立

　

執
行
体
制
に
つ
い
て
は
、
新
規

事
業
や
継
続
事
業
へ
の
対
応
を

は
じ
め
、
地
方
分
権
に
よ
る
権
限

移
譲
な
ど
に
伴
い
、
事
務
事
業
、

行
政
需
要
は
年
々
増
大
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

国･

県
か
ら
の
事
務
の
権
限
移
譲

へ
の
対
応
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
西
原
町
行
政
改
革
大
綱
を
踏

ま
え
て
、
効
率
的
な
行
政
運
営
を

推
進
し
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
は
、
そ
の
地
域
に

お
け
る
最
大
の
サ
ー
ビ
ス
産
業

で
あ
り
ま
す
。
町
民
は
最
大
の
顧

客
で
あ
る
と
の
認
識
の
下
に
、
明

る
く
さ
わ
や
か
な
住
民
サ
ー
ビ

ス
を
通
し
て
親
し
み
易
い
職
場

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
地

方
分
権
の
進
展
に
対
応
し
、
職
員

の
資
質
の
向
上
と
職
場
の
活
性

化
に
向
け
て
、
引
き
続
き
職
員
の

自
発
的
な
自
治
研
究
活
動
を
支

援
し
ま
す
。

　

本
庁
舎
は
、
建
築
か
ら
44
年
が

経
過
し
、
老
朽
化
、
狭
隘
化
に
よ

り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
面
で
不
便

を
き
た
し
て
お
り
、
庁
舎
建
設
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
が
、
前

年
度
は
庁
舎
等
複
合
施
設
の
実

施
設
計
が
完
了
し
、
敷
地
造
成
工

事
に
着
手
し
ま
し
た
。
今
年
度
は

庁
舎
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
町

民
ホ
ー
ル
）、
保
健
セ
ン
タ
ー
、

地
域
防
災
セ
ン
タ
ー
複
合
施
設

建
物
本
体
建
設
工
事
に
着
手
し

ま
す
。
工
事
に
あ
た
っ
て
は
、
町

内
企
業
へ
の
優
先
発
注
に
努
め

ま
す
。

　

行
政
運
営
の
公
正
の
確
保
や

透
明
性
の
向
上
及
び
町
民
の
権

利
利
益
保
障
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
、
情
報
公
開
制
度
・
個
人
情

報
保
護
制
度
の
運
用
・
強
化
を
図

り
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
地
方
財
政
は
、

社
会
保
障
関
係
経
費
の
自
然
増

や
公
債
費
が
高
い
水
準
で
推
移

す
る
な
ど
、
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
本
町
財
政
に
お
い
て
も
、

歳
入
面
で
は
、
地
方
交
付
税
・
国

庫
支
出
金
・
地
方
債
に
依
存
し
た

構
造
に
な
っ
て
お
り
、
自
主
財
源

の
確
保
は
、
最
重
要
課
題
で
あ
り

ま
す
。

　

自
主
財
源
の
大
宗
を
な
す
町

税
に
つ
い
て
は
、
未
申
告
者
に
対

す
る
申
告
勧
奨
や
実
地
調
査
な

ど
を
行
う
と
と
も
に
、
県
税
・
国

税
と
の
連
携
を
強
化
し
、
課
税
客

体
の
的
確
な
把
握
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
税
の
公
正
、
公
平
性
の
観

点
か
ら
悪
質
な
滞
納
者
に
対
し

て
は
滞
納
処
分
を
行
い
、
そ
れ
で

も
納
付
に
至
ら
な
い
場
合
は
、
不

動
産
公
売
や
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
な

ど
を
実
施
し
滞
納
整
理
を
よ
り

一
層
強
化
し
ま
す
。

納
税
者
の
利
便
性
の
向
上
と
収

納
確
保
に
向
け
、
町
民
税
・
固
定

資
産
税
・
軽
自
動
車
税
の
コ
ン
ビ

ニ
収
納
を
実
施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
課
題
と
な
っ
て
い
る

町
有
地
に
つ
い
て
は
、
財
源
確
保

の
観
点
か
ら
積
極
的
に
処
分
に

向
け
取
り
組
み
ま
す
。

　

歳
出
面
で
は
、
人
件
費
な
ど
の

義
務
的
経
費
の
割
合
が
高
く
、
弾

力
性
に
乏
し
い
構
造
と
な
っ
て

お
り
、
今
後
も
厳
し
い
財
政
状
況

が
続
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す

が
、
歳
出
削
減
の
た
め
の
事
務
事

業
の
総
点
検
を
実
施
し
、
効
率
的

な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

次
に
、
平
成
24
年
度
主
要
施
策
の

概
要
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

３　

平
和
事
業
の
推
進

　

去
る
大
戦
で
は
10
数
万
人
の

県
民
が
犠
牲
に
な
り
、
本
町
に
お

い
て
も
当
時
の
住
民
の
約
半
数

近
く
の
尊
い
命
と
多
く
の
財
産
、

そ
し
て
貴
重
な
文
化
遺
産
や
自

然
を
失
い
、
今
だ
に
不
発
弾
の
処

理
や
遺
骨
収
集
な
ど
を
強
い
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
、
私
は
平
和
の
問
題
に
つ
い

て
は
、
町
政
の
最
重
要
課
題
と
し

て
位
置
づ
け
、
あ
の
忌
ま
わ
し
い

沖
縄
戦
の
悲
劇
を
忘
れ
る
こ
と

な
く
、「
命
ど
ぅ
宝
」
を
後
世
に

語
り
継
ぎ
、
平
和
な
社
会
建
設
に

努
め
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
優

先
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
町
平
和
事
業

推
進
委
員
会
を
充
実
さ
せ
る
と

と
も
に
、
今
年
度
は
６
月
を
平
和

月
間
と
し
て
設
定
し
、
平
和
音
楽

祭
、
町
内
戦
跡
講
座
、
平
和
の
語

り
べ
に
よ
る
平
和
学
習
や
戦
争

体
験
証
言
集
「
平
和
へ
の
証
言
」

を
活
用
し
て
の
平
和
教
育
な
ど

各
種
平
和
事
業
を
推
進
し
て
一

層
の
町
民
の
平
和
意
識
の
高
揚

と
恒
久
平
和
の
実
現
を
め
ざ
し

ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
16
年
の
沖
国
大
へ

の
ヘ
リ
墜
落
事
故
後
、
米
軍
普
天

間
飛
行
場
へ
の
飛
行
ル
ー
ト
が

変
更
さ
れ
、
軍
用
機
の
騒
音
で
町

民
か
ら
の
苦
情
が
増
え
て
い
ま

す
。
米
軍
基
地
の
存
在
に
脅
か
さ

れ
て
い
る
の
は
、
本
町
で
も
同
様

で
、
平
成
22
年
10
月
に
、
西
原
町
、

豊
見
城
市
、
南
風
原
町
、
与
那

原
町
、
中
城
村
の
５
市
町
村
で
構

成
す
る
「
米
軍
基
地
の
所
在
し
な

い
市
町
村
連
絡
協
議
会
」
を
発
足

し
、
防
衛
大
臣
他
関
係
閣
僚
に
対

し
、「
要
請
書
」
を
提
出
し
ま
し

た
。
今
年
度
も
引
き
続
き
要
請
活

動
を
推
進
し
ま
す
。
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４　

福
祉
の
充
実

　

障
害
者
や
高
齢
者
、
児
童
な
ど

を
含
む
全
て
の
町
民
が
生
き
が

い
の
あ
る
豊
か
な
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
、
明
る
く
住
み
よ

い
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
保

健
・
医
療
・
福
祉
の
調
和
の
と
れ

た
総
合
的
な
地
域
福
祉
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

（1）
高
齢
者
福
祉

　

本
町
の
高
齢
者
人
口
は
、
ゆ
る

や
か
な
が
ら
も
年
々
増
加
の
傾

向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
化
社

会
の
将
来
像
を
見
据
え
、
町
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
「
こ
と
ぶ
き
プ

ラ
ン
２
０
１
２
」
に
基
づ
き
、
各

種
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
強
化
に
努
め
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
は
、
第
５
期
介

護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
可

能
な
限
り
在
宅
で
介
護
が
継
続

で
き
る
よ
う
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、
保

険
給
付
費
の
適
正
化
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
引
き
続
き
介
護
予
防

事
業
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と

と
も
に
、
健
康
な
高
齢
者
づ
く
り

の
た
め
、
い
い
あ
ん
べ
ー
家
及
び

い
い
あ
ん
べ
ー
共
生
事
業
の
拡

充
強
化
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の

連
携
に
よ
り
、
高
齢
者
が
健
康
で

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け
る
ま
ち
の
実
現

を
め
ざ
し
ま
す
。

　

高
齢
者
が
で
き
る
限
り
要
支

援
・
要
介
護
状
態
に
陥
る
こ
と
な

く
、
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
継

続
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努

め
ま
す
。
そ
し
て
在
宅
老
人
移
送

サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど
を
継
続
し

て
実
施
す
る
と
と
も
に
、
寝
た
き

り
の
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る

家
族
に
対
し
、
介
護
用
品
の
支
給

を
行
い
ま
す
。

　

高
齢
者
が
い
き
い
き
と
し
た

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
実
現
で
き

る
よ
う
健
康
づ
く
り
と
生
き
が

い
対
策
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
や
町
単

位
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

　

本
格
的
な
高
齢
化
社
会
を
迎

え
る
中
、
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た

地
域
社
会
を
維
持
し
て
い
く
た

め
に
は
、
高
齢
者
が
培
っ
て
き
た

知
識
と
経
験
を
活
か
す
こ
と
が

大
切
で
す
。
そ
の
た
め
、
今
後
と

も
希
望
に
満
ち
た
社
会
参
加
を

進
め
て
い
る
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

（2） 

児
童
・
母
子
（
父
子
）　

福
祉

　

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
達
が

健
や
か
に
生
ま
れ
育
つ
こ
と
は
、

国
民
全
て
の
願
い
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
子
ど
も
達
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
出
生
率
の
低
下
や
核
家

族
化
、
女
性
の
社
会
進
出
、
都
市

化
な
ど
に
よ
っ
て
大
き
く
変
貌

し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

中
、
子
育
て
を
支
援
し
安
心
し
て

子
ど
も
を
生
み
育
て
る
こ
と
の

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
町
次
世
代
育
成
支
援
行

動
計
画
に
基
づ
き
、
さ
ら
な
る
児

童
福
祉
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
そ

し
て
、
子
育
て
と
就
労
の
両
立
支

援
策
と
し
て
保
育
に
欠
け
る
乳

幼
児
の
保
育
園
へ
の
受
け
入
れ

及
び
慢
性
的
な
待
機
児
童
の
解

消
に
努
め
ま
す
。
今
年
度
は
、
閉

所
を
予
定
し
て
い
る
西
原
保
育

所
の
代
わ
り
と
な
る
新
規
認
可

保
育
園
の
建
設
と
既
存
認
可
保

育
園
の
移
転
改
築
に
対
し
建
設

費
の
助
成
を
行
い
、
入
所
定
員
の

拡
大
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
認
可

外
保
育
園
に
対
す
る
助
成
の
充

実
に
努
め
る
な
ど
、
多
様
な
保
育

ニ
ー
ズ
へ
の
適
切
な
対
応
を
図

り
ま
す
。

　

児
童
健
全
育
成
に
つ
い
て
は
、

児
童
館
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

な
ど
の
充
実
強
化
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
与
那
原

町
、
中
城
村
と
連
携
し
て
取
り
組

ん
で
き
た
三
町
村
広
域
の
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事

業
を
今
年
度
か
ら
本
格
的
に
実

施
し
ま
す
。

　

小
児
の
医
療
費
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
入
院
費
の
助
成
対
象

を
、
乳
幼
児
か
ら
中
学
校
卒
業
ま

で
行
い
、
児
童
生
徒
の
保
健
の
充

実
を
図
り
健
や
か
な
成
長
を
支

援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
生
後
４
ケ
月
ま
で
の
乳

児
の
い
る
家
庭
を
訪
問
す
る
「
こ

ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
」
の
継

続
実
施
で
、
さ
ら
な
る
子
育
て
支

援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

児
童
虐
待
に
つ
い
て
は
、
増
加

傾
向
に
あ
る
要
保
護
児
童
対
策

の
た
め
、
児
童
相
談
員
の
充
実
強

化
を
図
り
、
き
め
細
か
く
、
か
つ

適
切
な
窓
口
相
談
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協

議
会
の
充
実
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密

に
し
適
切
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

母
子
父
子
家
庭
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
母
子
父
子
家
庭
等
医

療
費
助
成
を
行
い
、
児
童
扶
養
手

当
に
よ
り
、
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の

自
立
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
西
原
町
母
子
寡
婦
福
祉
会

補
助
金
を
交
付
し
、
会
の
育
成
を

図
り
ま
す
。

（3） 

障
害
者
（
児
）
の
福
祉

　

全
て
の
人
が
個
人
と
し
て
尊

重
さ
れ
、
安
全
か
つ
快
適
に
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
、
自
ら
の
意
思
で

等
し
く
社
会
参
加
し
活
動
す
る

こ
と
は
、
と
て
も
重
要
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
障

害
を
も
つ
町
民
が
暮
ら
し
や
す

い
社
会
を
め
ざ
し
て
策
定
さ
れ

た
町
障
害
者
計
画
ほ
の
ぼ
の
プ

ラ
ン
２
０
１
２
及
び
町
障
害
福

祉
計
画
に
基
づ
き
、
各
種
の
生
活

支
援
の
充
実
強
化
に
努
め
ま
す
。

障
害
者
の
社
会
参
加
の
促
進
に

つ
い
て
は
、
県
の
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
条
例
な
ど
の
啓
発
・
広
報
活

動
を
推
進
し
、
生
活
環
境
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
に
努
め
る
と
と
も

に
、
外
出
支
援
事
業
の
タ
ク
シ
ー

利
用
料
助
成
事
業
な
ど
に
つ
い

て
も
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。
そ

し
て
、
町
主
催
の
事
業
な
ど
に
お

け
る
手
話
通
訳
の
配
置
を
引
き

続
き
行
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
障
害
者
自
立
支
援

法
及
び
児
童
福
祉
法
の
改
正
を

踏
ま
え
、
事
業
の
ス
ム
ー
ズ
な
運

営
を
目
指
し
ま
す
。

　

小
児
慢
性
特
定
疾
患
児
へ
の

支
援
と
し
て
、
日
常
生
活
用
具
の

給
付
を
継
続
し
、
経
済
的
負
担
の

軽
減
と
日
常
生
活
の
便
宜
を
図

り
ま
す
。

　

心
身
障
害
者
（
児
）
見
舞
金
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
も
引
き
続

き
、
身
体
、
療
育
、
精
神
の
各
手

帳
所
持
者
の
1
級
及
び
Ａ
ラ
ン

ク
の
方
々
に
対
し
支
給
を
行
い
、

障
害
者
の
福
祉
の
充
実
に
努
め

ま
す
。

　

発
達
障
害
児
の
支
援
と
し
て
、

小
学
校
就
学
前
児
童
を
対
象
に

健
診
後
の
親
子
療
育
事
業
「
親
子

ひ
ろ
ば
」
を
引
き
続
き
実
施
し
ま

す
。

　

精
神
保
健
福
祉
事
業
に
つ
い

て
は
、
在
宅
精
神
保
健
の
充
実
強

化
の
た
め
、
町
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
「
さ
ん
さ
ん
」
と
連
携
を

図
り
、
精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰

を
支
援
し
ま
す
。

 

（4）
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

　

町
民
の
多
種
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
活
力
あ
る
ふ
れ
あ

い
の
ま
ち
を
築
い
て
い
く
た
め

に
は
、
町
民
相
互
の
助
け
合
い
や

交
流
の
輪
を
広
げ
、
と
も
に
支
え

合
う
地
域
社
会
づ
く
り
が
重
要

で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
年
度

も
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
ふ
れ

あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
支

援
し
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
意
欲

的
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
昨

年
度
同
協
議
会
で
策
定
さ
れ
た

第
３
次
町
地
域
福
祉
活
動
計
画

を
踏
ま
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
の

機
能
充
実
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、
見
守
り
活
動
、
友
愛
訪
問
交

流
会
な
ど
、
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
の
充
実
・
拡
大
に
向
け
て

支
援
し
ま
す
。

　

５　

保
健
医
療
の
充
実

（1）
母
子
保
健
事
業
の
推
進

　

西
原
町
次
世
代
育
成
支
援
行

動
計
画
に
基
づ
き
、
妊
産
婦
や
乳

幼
児
期
の
健
康
管
理
を
行
い
ま

す
。
妊
婦
健
康
診
査
に
お
い
て

は
、
引
き
続
き
14
回
分
の
助
成
を

行
い
受
診
率
の
向
上
に
努
め
る

と
と
も
に
、
生
活
習
慣
病
予
防
の

視
点
も
含
め
た
妊
婦
な
ど
へ
の

支
援
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
感
染
症
を
予
防
す
る
た

め
、
従
来
の
予
防
接
種
に
加
え
、

平
成
23
年
１
月
か
ら
開
始
し
た

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小
児
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行
う
と
と
も

に
全
面
無
料
化
を
継
続
し
、
は
し

か
０ゼ

ロ

を
め
ざ
す
な
ど
、
疾
病
予
防

に
努
め
ま
す
。

（2）
成
人
保
健
事
業
の
推
進

　

20
代
、
30
代
の
若
い
世
代
の
健

診
及
び
保
健
指
導
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
40
代
以
降
で
は
、

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
を
行

い
、
生
活
習
慣
病
の
温
床
で
あ
る

肥
満
と
慢
性
腎
臓
病
対
策
を
重

点
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
の
死
亡
原
因
第
一

位
の
が
ん
対
策
と
し
て
は
、
早
期

発
見
す
る
た
め
に
各
種
が
ん
検

診
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
引

き
続
き
個
別
検
診
を
取
り
入
れ

受
診
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
女
性
の
健
康
を
守
る

た
め
、
ヒ
ブ
・
小
児
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
と
同
時
に
県
内
で
い
ち

早
く
実
施
し
た
子
宮
頸
が
ん
の

予
防
接
種
に
つ
い
て
も
取
り
組

み
ま
す
。

　

高
齢
者
の
健
康
を
守
る
た
め
、

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
実
施
し
、
健
康
長
寿
を
め
ざ

し
ま
す
。

　

ま
た
、
総
合
的
な
健
康
づ
く
り

の
取
組
み
と
し
て
、「
自
分
の
健

康
は
自
分
で
つ
く
る
」
こ
と
を
目

標
に
「
町
民
減
量
革
命
」
を
推
進

し
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
を
引
き
続

き
実
施
し
ま
す
。
食
事
や
生
活
習

慣
の
改
善
を
図
る
た
め
の
側
面

的
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
食
生
活
改

善
推
進
員
の
養
成
を
行
い
支
援

体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

（3）
医
療
保
険
事
業

　

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、

県
内
の
多
く
の
市
町
村
が
赤
字

を
抱
え
る
中
、
本
町
に
お
い
て
も

医
療
制
度
改
革
の
影
響
や
保
険

給
付
費
の
伸
び
な
ど
に
伴
い
、
依

然
と
し
て
厳
し
い
財
政
運
営
が

強
い
ら
れ
る
状
況
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
医
療
費
の
抑
制
を
目
的
と

す
る
各
種
の
保
健
事
業
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
医
療
費
の
適
正

化
に
向
け
て
レ
セ
プ
ト
点
検
を

強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
保
険
税
の

収
納
率
向
上
特
別
対
策
事
業
を

継
続
し
、
税
の
徴
収
率
を
高
め
る

と
と
も
に
、
今
年
度
も
引
き
続
き

国
民
健
康
保
険
税
の
見
直
し
を

検
討
し
、
国
保
財
政
の
安
定
化
を

図
り
、
健
全
な
事
業
運
営
に
努
め

ま
す
。

　

長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
）
に
つ
い
て
は
、
安
心

し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
沖
縄
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
と
連
携
し
、
適
切
な
制
度

運
営
に
努
め
ま
す
。

（4）
心
の
健
康
づ
く
り
事
業
の
推
進

　

心
の
健
康
づ
く
り
の
充
実
を

図
る
た
め
に
、
う
つ
病
予
防
対
策

及
び
自
殺
予
防
対
策
を
強
化
し
、

そ
の
一
環
と
し
て
、
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
養
成
講
座
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

６　

産
業
の
振
興

（1）
農
業
の
振
興

　

本
町
農
業
の
基
幹
作
物
で
あ

る
さ
と
う
き
び
は
、
生
産
者
の
高

齢
化
や
担
い
手
の
減
少
な
ど
、
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
優
良

種
苗
の
普
及
や
病
害
虫
防
除
、
機

械
化
の
推
進
等
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
西
原
町
さ
と
う
き
び
生

産
組
合
を
は
じ
め
と
す
る
関
係

団
体
と
連
携
を
強
化
し
、
生
産
振

興
に
努
め
ま
す
。

　

園
芸
作
物
に
つ
い
て
は
、
収
益

性
の
高
い
品
目
の
栽
培
、
品
質
の

向
上
と
安
定
出
荷
を
推
進
す
る

た
め
関
係
機
関
や
団
体
と
連
携

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
農
業
施

設
補
助
金
や
農
薬
補
助
金
等
を

交
付
し
園
芸
農
業
の
振
興
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
消
費
地
に
近
い

地
理
的
条
件
を
活
か
し
た
販
売

促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

畜
産
業
は
、
セ
リ
価
格
が
少
し

ず
つ
回
復
の
兆
し
は
見
ら
れ
る

も
の
の
、
経
営
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
昨

年
、
山
羊
生
産
部
会
が
設
立
さ

れ
、
町
の
畜
産
振
興
に
弾
み
が
つ

き
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
畜
産
農
家
の
経
営
基

盤
の
安
定
、
体
質
の
強
化
を
図
る

た
め
、
優
良
種
畜
導
入
の
補
助
や

家
畜
予
防
注
射
な
ど
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
の
協
力

の
も
と
、
農
家
の
飼
育
技
術
向
上

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

今
後
の
農
業
振
興
に
あ
た
っ

て
は
、
遊
休
農
地
の
解
消
及
び
担

い
手
の
育
成
・
確
保
が
重
要
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
町
で
は
、「
西

原
町
耕
作
放
棄
地
解
消
対
策
協

議
会
」
を
設
置
し
、
そ
の
対
策
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
昨
年
度

は
町
、
Ｊ
Ａ
、
商
工
会
が
一
部
出

資
す
る
耕
作
放
棄
地
解
消
の
役

割
を
担
う
㈱
農
業
生
産
法
人
西

原
フ
ァ
ー
ム
が
設
置
さ
れ
、
今
後

は
耕
作
放
棄
地
解
消
対
策
協
議

会
及
び
農
業
委
員
会
並
び
に
関

係
団
体
の
も
と
、
耕
作
放
棄
地
解

消
と
再
生
農
地
で
の
農
産
物
の

生
産
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
農

産
物
直
売
所
に
つ
い
て
は
、
商
圏

調
査
や
農
家
の
意
向
を
と
り
ま

と
め
、
そ
の
設
置
場
所
や
規
模
を

検
討
し
ま
す
。
ま
た
、
国
の
食
と

農
林
漁
業
の
再
生
の
た
め
の
基

本
方
針
に
基
づ
き
、
人
・
農
地
プ

ラ
ン
を
策
定
し
、
新
規
就
農
者
の

育
成
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
学

校
給
食
へ
の
地
場
農
産
物
の
利

用
拡
大
を
含
め
た
地
産
地
消
の

推
進
を
図
り
、
地
域
農
産
物
の
消

費
拡
大
に
努
め
ま
す
。

（2）
水
産
業
の
振
興 

　

水
産
業
は
、
与
那
原
・
西
原
町
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漁
業
協
同
組
合
及
び
西
原
支
部

と
の
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
漁
業
の
生
産
性
の
向
上
及
び

安
全
確
保
に
向
け
、
水
産
奨
励
補

助
金
を
交
付
し
、
漁
業
の
振
興
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
よ
り
良
い
漁

業
の
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
船
だ

ま
り
整
備
な
ど
の
課
題
事
項
に

つ
い
て
も
県
と
協
議
の
う
え
取

り
組
み
ま
す
。

（3）
林
業
の
振
興

　

森
林
は
、
国
土
の
保
全
、
水
資

源
の
涵
養
、
自
然
環
境
の
保
全
形

成
な
ど
、
公
益
的
機
能
を
有
し
、

地
球
環
境
や
人
間
生
活
に
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
中
、
今
年
度
は
人
工
造

林
、
施
肥
保
育
、
雑
草
下
刈
り
、

松
く
い
虫
被
害
木
伐
倒
駆
除
な

ど
、
自
然
環
境
の
保
全
形
成
、
森

林
の
整
備
推
進
を
図
り
、
緑
豊
か

な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

（4）
商
工
業
の
振
興

　

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

町
商
工
会
と
の
連
携
を
強
化
し

つ
つ
、
既
存
商
店
と
大
型
店
舗
が

相
乗
効
果
を
高
め
な
が
ら
共
存

共
栄
が
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
小
那
覇
工
業
専
用
地
域

や
東
崎
商
業
地
域
な
ど
へ
の
企

業
誘
致
、
企
業
立
地
に
対
す
る
課

税
免
除
な
ど
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
地
元
企
業
へ
の
公
共
事
業

の
優
先
発
注
、
町
産
品
優
先
使
用

な
ど
引
き
続
き
推
進
し
、
町
内
企

業
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

　

県
内
の
雇
用
情
勢
は
、
依
然
と

し
て
深
刻
で
厳
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
本
町

で
は
平
成
22
年
11
月
に
設
置
し

た
西
原
町
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
開
所
に
よ
り
、
町
民
の
雇

用
機
会
の
創
出
・
拡
充
を
図
っ
て

き
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
引
き
続
き
、
町
商
工

会
や
関
係
機
関
、
団
体
等
と
の
連

携
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
町
広

報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活

用
し
、
求
人
・
求
職
者
の
登
録
を

行
い
、
新
た
な
雇
用
創
出
の
確
保

に
努
め
ま
す
。

　

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
本
県

の
独
特
の
歴
史
・
文
化
と
自
然
資

源
の
魅
力
が
相
ま
っ
て
、
国
内
有

数
の
観
光
地
と
し
て
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
ゴ
ル
フ
観

光
や
西
原
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
地
域

の
海
浜
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
空

間
を
活
用
し
て
の
、
海
浜
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
や
音
楽
文
化
イ
ベ

ン
ト
で
賑
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
今

後
は
、
商
工
会
や
関
係
団
体
等
と

連
携
を
図
り
、
国
指
定
の
文
化
財

「
内
間
御
殿
」
な
ど
、
町
内
の
地

域
資
源
の
発
掘
と
活
用
、
さ
ら
に

地
場
産
品
の
開
発
、
観
光
マ
ッ
プ

の
作
成
、
さ
ら
に
県
が
進
め
る
伝

統
芸
能
会
館
等
を
マ
リ
ン
タ
ウ

ン
地
内
へ
の
誘
致
に
努
め
る
な

ど
観
光
基
盤
の
整
備
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

７　

安
全
で
住
み
よ
い

　
　
　

生
活
環
境
の
整
備

（1）
道
路
網
及
び
排
水
の
整
備

　

住
民
生
活
及
び
産
業
活
動
に

不
可
欠
な
安
全
性
と
利
便
性
を

確
保
し
、
快
適
で
住
み
よ
い
生
活

環
境
の
整
備
を
図
り
、
課
題
事
項

で
あ
る
道
路
・
排
水
路
整
備
を
進

め
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
新
規
事
業
の
平
園

線
（
仮
称
）
の
整
備
を
図
る
と
と

も
に
、
さ
ら
に
こ
れ
ま
で
の
懸
案

事
項
で
あ
っ
た
西
原
台
団
地
入

口
の
狭
隘
道
路
の
拡
幅
整
備
と

し
て
の
小
橋
川
・
上
原
線
道
路
整

備
事
業
や
与
那
城
・
呉
屋
線
（
国

道
か
ら
西
原
小
学
校
入
口
区
間
）

の
未
買
収
道
路
用
地
取
得
事
業

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
町
道

兼
久
仲
伊
保
線
（
北
側
）
の
道
路

整
備
完
了
を
目
指
す
と
と
も
に

引
き
続
き
町
道
小
波
津
川
南
北

線
を
結
ぶ
橋
梁
整
備
と
国
道
上

流
側
の
車
道
橋
、
人
道
橋
の
設
計

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
洪
水
の
防
止
・
防
災
対

策
の
強
化
に
向
け
て
、
雨
水
利
用

促
進
助
成
を
図
る
と
と
も
に
地

域
の
安
全
・
防
犯
を
強
化
す
る
た

め
防
犯
灯
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

　

国
、
県
事
業
に
つ
い
て
は
国
道

３
２
９
号
与
那
原
バ
イ
パ
ス
（
西

原
区
間
）
や
県
道
浦
添
西
原
線
、

同
那
覇
北
中
城
線
事
業
、
小
波
津

川
河
川
改
修
事
業
を
推
進
し
、
さ

ら
に
土
砂
災
害
対
策
な
ど
に
つ

い
て
も
国
・
県
に
要
請
す
る
と
と

も
に
事
業
化
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
す
。

（2）
都
市
基
盤
施
設
の
整
備

　

ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
豊
か
な
都
市

空
間
の
形
成
を
確
立
す
る
た
め
、

今
後
も
引
き
続
き
、
市
街
地
整
備

や
道
路
、
公
園
、
下
水
道
整
備
な

ど
、
重
点
的
に
整
備
す
べ
き
施
策

を
効
率
的
・
効
果
的
に
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
本
町
に
は
内
間
御

殿
や
運
玉
森
、
傾
斜
緑
地
な
ど
歴

史
・
文
化
・
景
観
資
源
が
あ
り
、

こ
れ
ら
を
活
用
し
自
然
と
文
化
、

都
市
が
調
和
す
る
環
境
づ
く
り

を
め
ざ
し
た
景
観
計
画
の
策
定

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

マ
リ
ン
タ
ウ
ン
地
区
で
は
、
西

原
き
ら
き
ら
ビ
ー
チ
、
東
崎
公

園
、
東
崎
都
市
緑
地
が
多
く
の
町

内
外
の
利
用
者
で
賑
わ
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
町
内
外
か
ら
の
集

客
や
観
光
客
を
誘
引
す
る
た
め
、

隣
接
す
る
商
業
用
地
の
早
期
処

分
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

　

公
園
事
業
に
つ
い
て
は
、
都
市

公
園
安
全
・
安
心
対
策
緊
急
総
合

支
援
事
業
を
活
用
し
遊
具
等
の

更
新
、
改
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
小
波

津
、
翁
長
、
棚
原
地
内
な
ど
に
お

け
る
面
整
備
の
拡
大
を
図
り
ま

す
。
さ
ら
に
今
年
度
も
、
昨
年
度

に
引
き
続
き
「
９
月
10
日
の
下
水

道
の
日
」
を
中
心
と
し
た
全
庁
的

な
取
組
み
と
、
未
接
続
世
帯
に
対

す
る
個
別
訪
問
を
行
う
な
ど
広

報
活
動
を
強
化
す
る
こ
と
で
下

水
道
へ
の
早
期
接
続
を
推
進
し

ま
す
。
ま
た
、
下
水
道
雨
水
事
業

に
つ
い
て
も
、
西
原
西
地
区
土
地

区
画
整
理
事
業
地
区
内
に
お
け

る
水
路
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

上
原
棚
原
土
地
区
画
整
理
事

業
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
で
工
事

及
び
補
償
が
完
了
し
ま
し
た
の

で
、
今
年
度
は
換
地
処
分
に
向
け

て
取
り
組
み
ま
す
。

　

西
原
西
地
区
土
地
区
画
整
理

事
業
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
も
引

き
続
き
、
建
物
な
ど
物
件
補
償
や

工
事
関
係
機
関
と
の
連
携
及
び

関
係
地
権
者
の
協
力
を
得
な
が

ら
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

（3）
上
水
道
事
業
の
充
実

　

上
水
道
は
、
健
康
で
文
化
的
な

日
常
生
活
を
営
む
上
で
、
な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
安
全

で
お
い
し
い
水
を
安
定
的
に
供

給
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
各
種
産
業
活
動
や
都

市
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
も

必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
果
た

す
役
割
は
極
め
て
重
要
で
あ
り

ま
す
。
本
町
は
、
送
配
水
施
設
の

整
備
拡
充
と
経
営
の
安
定
化
に

向
け
て
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
今

後
な
お
一
層
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

（4）
交
通
安
全
施
設
の
整
備
と
安

　

全
教
育
の
推
進

　

住
民
の
安
全
確
保
と
交
通
事

故
の
未
然
防
止
の
た
め
、「
交
通

安
全
の
町
」、「
飲
酒
運
転
撲
滅
の

町
」
を
宣
言
し
、
交
通
安
全
意
識

の
高
揚
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
今

後
と
も
引
き
続
き
、
交
通
安
全
施

設
の
整
備
促
進
を
図
る
と
と
も

に
、
交
通
安
全
教
育
に
つ
い
て

も
、
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し

つ
つ
、
交
通
安
全
指
導
や
広
報
啓

発
活
動
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

（5）
消
防
・
防
災
体
制
等
の
確
立

　

災
害
か
ら
町
民
の
生
命
や
財

産
を
守
る
た
め
、
町
地
域
防
災
計

画
に
も
と
づ
き
年
次
的
な
地
域

防
災
体
制
の
確
立
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
公
共
施
設
や
公

園
、
緑
地
な
ど
、
避
難
場
所
な

ど
に
つ
い
て
は
防
災
マ
ッ
プ
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
町
民
へ
の
周

知
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
３

月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
を
受
け
、
全
国
的
に
防
災
対

策
、
特
に
津
波
か
ら
の
避
難
対
策

の
強
化
が
急
務
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
災
害
は
、
い
つ
何
処
で
発
生

し
て
も
お
か
し
く
な
い
と
い
う

教
訓
を
踏
ま
え
、
今
後
も
町
民
へ

の
防
災
意
識
の
高
揚
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
災
害
時
の
際
に
援
護

を
必
要
と
し
て
い
る
方
々
の
支

援
の
た
め
、
昨
年
度
策
定
し
た
災

害
時
要
援
護
者
支
援
計
画
に
基

づ
き
、「
災
害
時
要
援
護
者
リ
ス

ト
」
を
活
用
し
た
個
別
計
画
を
整

備
し
、
援
護
体
制
の
構
築
を
図
り

ま
す
。
町
地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
に
つ
い
て
は
、
県
の
地
域
防
災

計
画
を
踏
ま
え
つ
つ
、
前
年
度
に

引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　

防
犯
活
動
に
つ
い
て
は
、
関
係

機
関
・
団
体
と
連
携
し
、
地
域
安

全
活
動
な
ど
を
通
し
て
、
犯
罪
の

な
い
明
る
く
住
み
よ
い
地
域
社

会
の
形
成
を
図
り
ま
す
。

　

消
防
・
救
急
活
動
に
つ
い
て

は
、
町
民
の
火
災
予
防
と
防
災
意

識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
消
防
・

防
災
体
制
の
強
化
に
向
け
て
、
東

部
消
防
組
合
な
ど
と
一
層
の
連

携
・
強
化
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

消
防
の
広
域
化
に
つ
い
て
は
、
那

覇
市
な
ど
４
市
が
不
参
加
表
明

を
し
た
た
め
沖
縄
県
消
防
広
域

化
推
進
協
議
会
を
解
散
し
、
こ
れ

に
代
わ
っ
て
県
が
主
体
と
な
る

検
討
会
で
沖
縄
県
消
防
広
域
化

推
進
計
画
の
変
更
を
含
め
消
防

の
あ
り
方
を
再
協
議
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
町
と
し
て

は
、
東
部
消
防
組
合
の
構
成
団
体

で
あ
る
南
風
原
町
及
び
与
那
原

町
と
協
議
の
う
え
当
該
検
討
会

へ
参
加
し
消
防
広
域
化
の
必
要

性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

（6）
環
境
保
全
対
策

　

環
境
問
題
は
、
地
球
温
暖
化
、

オ
ゾ
ン
層
破
壊
な
ど
の
地
球
規

模
の
問
題
か
ら
生
活
排
水
な
ど

に
よ
る
河
川
の
水
質
汚
濁
、
増
大

す
る
不
法
投
棄
の
問
題
、
自
動
車

の
増
加
に
伴
う
排
気
ガ
ス
な
ど

に
よ
る
大
気
汚
染
な
ど
、
多
種
多

様
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

中
で
、
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
、
資

源
と
し
て
の
再
利
用
な
ど
、
循
環

型
社
会
の
形
成
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
指
定
ご
み
袋

利
用
の
徹
底
を
図
る
と
同
時
に
、

生
ご
み
処
理
機
購
入
補
助
、
環
境

美
化
・
清
掃
活
動
、
ご
み
の
リ
サ

イ
ク
ル
な
ど
を
促
進
し
、
意
識
啓

発
の
広
報
活
動
及
び
環
境
教
育

を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度

策
定
し
た
一
般
廃
棄
物
処
理
基

本
計
画
に
基
づ
き
、
生
ご
み
の
堆

肥
化
と
企
業
系
ご
み
の
減
量
化

な
ど
を
含
め
、
さ
ら
な
る
ご
み
の

減
量
化
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、

し
尿
等
処
理
下
水
道
放
流
施
設

建
設
及
び
最
終
処
分
場
建
設
に

向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
不
法
投
棄
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
環

境
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
循
環
型
社
会
の
取
組

み
と
し
て
緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
を
推
進
し
、
地
球
温
暖
化
防
止

に
向
け
た
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
に

努
め
ま
す
。

　

生
活
排
水
対
策
に
つ
い
て
は
、

合
併
処
理
浄
化
槽
補
助
金
制
度

を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
町
生
活

排
水
対
策
推
進
計
画
に
基
づ
き
、

「
水
遊
び
の
で
き
る
川
」
を
め
ざ

し
て
、
河
川
の
水
質
改
善
を
図
り

ま
す
。

　

墓
地
行
政
に
つ
い
て
は
、
平
成

21
年
度
に
策
定
し
た
西
原
町
墓

地
整
備
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
本

町
の
都
市
計
画
や
土
地
利
用
計

画
と
調
整
を
図
り
関
係
機
関
の

協
力
の
も
と
、
地
域
環
境
と
調
和

が
と
れ
る
よ
う
な
西
原
町
墓
地

基
本
条
例
（
仮
称
）
を
制
定
し
、

無
秩
序
な
開
発
防
止
に
努
め
ま

す
。

　

8　

教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー

　
　

  

ツ
の
振
興

　

教
育
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

国
、
県
の
施
策
の
動
向
を
見
据
え

な
が
ら
、
次
代
を
担
う
幼
児
、
児

童
生
徒
の
健
や
か
な
成
長
に
向

け
、
本
町
の
教
育
基
本
目
標
を
め

ざ
し
て
国
際
化
・
情
報
化
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
学

習
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
西
原
町
教
育
施
策
並
び
に

「
西
原
町
教
育
の
日
」
の
取
組
み

を
推
進
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
町
民
の
文
化
、
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
多

様
な
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
生

涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。

（1）
学
校
教
育
の
充
実

　

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
小
学

校
で
は
平
成
23
年
度
実
施
、
中
学

校
で
は
平
成
24
年
度
か
ら
本
格

実
施
さ
れ
る
新
学
習
指
導
要
領

を
踏
ま
え
授
業
時
数
を
確
保
し
、

児
童
生
徒
が
自
ら
学
び
、
自
ら
考

え
、
主
体
的
に
行
動
す
る
な
ど
の

生
き
る
力
を
育
み
、
思
い
や
り
、

協
調
性
な
ど
豊
か
な
人
間
性
を

培
う
心
の
教
育
や
キ
ャ
リ
ア
教

育
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
の
推
進

充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
特
別

支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
小
中
学

校
へ
特
別
支
援
教
育
支
援
員
を

派
遣
し
児
童
生
徒
へ
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
派

遣
し
、
特
別
支
援
教
育
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
幼
稚
園
で
特
別
支
援
教

育
を
受
け
て
い
る
園
児
に
対
し

て
、
引
き
続
き
預
か
り
保
育
を
実

施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
幼
稚
園
入
園
料
及
び

保
育
料
の
口
座
振
替
の
推
進
や

徴
収
体
制
を
強
化
し
、
徴
収
率
向
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上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

い
じ
め
、
不
登
校
問
題
の
解
消

に
つ
い
て
は
、
教
育
相
談
室
や
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
活
用

し
問
題
解
決
に
努
め
ま
す
。

　

地
域
住
民
の
教
育
力
を
活
用

し
て
今
年
度
も
学
校
支
援
地
域

本
部
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　

沖
縄
キ
リ
ス
ト
教
短
期
大
学

及
び
沖
縄
キ
リ
ス
ト
教
学
院
大

学
と
町
教
育
委
員
会
の
地
域
連

携
事
業
に
関
す
る
協
定
を
継
続

し
、
教
育
活
動
の
充
実
発
展
に
取

り
組
み
ま
す
。

（2）
学
校
給
食
共
同
調
理
場
の
充
実
・   

　

強
化

　

栄
養
的
に
配
慮
さ
れ
た
安
全

で
お
い
し
い
給
食
を
提
供
す
る

こ
と
に
よ
り
、
児
童
生
徒
の
健
康

の
保
持
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と

が
学
校
給
食
の
目
的
で
あ
り
ま

す
。
今
後
と
も
、衛
生
管
理
に
は

細
心
の
注
意
を
払
っ
て
、安
心
・
安

全
な
給
食
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

　

給
食
費
徴
収
に
つ
い
て
は
、
滞

納
者
へ
の
督
促
状
や
催
告
書
の

送
付
な
ど
を
行
い
、
口
座
振
替
の

推
進
や
、
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
協
力

し
て
給
食
費
に
つ
い
て
の
啓
発

活
動
を
行
い
、
徴
収
率
向
上
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
学
校
給
食
費

の
滞
納
繰
越
額
が
莫
大
な
額
に

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
徴
収
体

制
の
強
化
を
図
り
、
悪
質
な
滞
納

者
に
つ
い
て
は
、
法
的
措
置
を
執

る
こ
と
も
検
討
し
、
そ
の
圧
縮
に

努
め
ま
す
。

（3）
生
涯
学
習
の
振
興

　

町
民
の
一
人
ひ
と
り
が
自
己

の
人
格
を
磨
き
、
豊
か
な
人
生
を

送
る
た
め
に
「
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
だ
れ
で
も
」
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
生
涯
学
習
体
制
の
確
立

が
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
、
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
を
含
め

た
多
様
な
学
習
活
動
推
進
施
策

を
実
施
し
ま
す
。

　

図
書
館
は
、
生
涯
学
習
の
拠
点

と
し
て
、
多
く
の
町
民
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

図
書
館
資
料
の
整
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
、
発
足
し
た
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
事
業
に
よ
り
、
一
人

ひ
と
り
の
赤
ち
ゃ
ん
に
絵
本
を

手
渡
し
、
読
み
聞
か
せ
を
し
な
が

ら
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
図
る
こ
と

に
よ
り
親
子
の
ふ
れ
あ
い
が
深

め
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

中
央
公
民
館
に
お
い
て
は
、
各

種
事
業
や
講
座
な
ど
の
充
実
を

図
り
、
そ
の
成
果
を
発
表
す
る
機

会
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。
さ
ら

に
生
涯
学
習
活
動
の
機
会
及
び

情
報
を
、
町
民
へ
積
極
的
に
提
供

す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
各

小
中
学
校
に
お
け
る
家
庭
教
育

学
級
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
放
送
大
学
の
情
報
も
積
極
的

に
提
供
し
ま
す
。

（4）
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

　

ン
活
動
の
推
進

　

体
育
、
ス
ポ
ー
ツ
は
、
心
身
の

健
全
な
発
達
に
資
す
る
と
と
も

に
、
明
る
く
、
心
豊
か
で
、
活
力

に
満
ち
溢
れ
た
社
会
形
成
に
役

立
つ
も
の
で
あ
り
ま
す
。
町
民

の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
や

多
様
化
に
応
え
る
た
め
、
学
校
施

設
、
運
動
公
園
施
設
を
町
民
に
広

く
開
放
し
、
健
康
づ
く
り
や
交
流

の
場
と
し
て
の
利
活
用
に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
町
民
の
健

康
づ
く
り
・
体
力
づ
く
り
を
関
係

機
関
・
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
よ
り
充
実
し
た
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
盛

ん
な
本
町
の
特
性
を
活
か
し
、
さ

わ
や
か
杯
中
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
を
誘
致
す
る
と
と
も
に
、

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、
少

年
野
球
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
ま

た
、
き
ら
き
ら
ビ
ー
チ
を
活
用

し
て
の
ビ
ー
チ
・
ス
ポ
ー
ツ
の
充

実
・
強
化
を
図
り
ま
す
。

（5）
青
少
年
健
全
育
成
の
推
進

　

現
代
社
会
が
複
雑
・
多
様
化
し

て
い
く
中
、
青
少
年
を
取
り
巻
く

生
活
環
境
も
著
し
く
変
化
し
、
児

童
生
徒
の
問
題
行
動
や
集
団
飲

酒
な
ど
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
問
題
解
決
に

向
け
て
、
今
後
と
も
、
関
係
機
関
・

団
体
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
、
青

少
年
の
健
全
育
成
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
「
子
ど
も
見
守
り
隊
」
と

の
連
携
や
「
青
色
回
転
灯
装
備
車

輌
」
を
活
用
し
な
が
ら
、
登
下
校

時
な
ど
に
お
け
る
幼
児
児
童
生

徒
の
安
全
管
理
を
強
化
し
ま
す
。

（6）
文
化
事
業
の
推
進

　

近
年
、
町
の
文
化
振
興
施
策
や

町
文
化
協
会
な
ど
文
化
団
体
の

幅
広
い
芸
術
活
動
を
通
し
て
、
町

民
の
新
た
な
地
域
文
化
創
造
の

気
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
年

度
も
、
伝
統
文
化
や
文
化
財
保
護

思
想
の
普
及
・
啓
発
を
図
る
た

め
、
諸
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
地
域
住
民
の
融
和
と
ま
ち
づ

く
り
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
文

化
庁
の
助
成
事
業
な
ど
を
活
用

し
て
地
域
伝
統
芸
能
の
保
存
育

成
を
支
援
し
ま
す
。

　

内
間
御
殿
に
つ
い
て
は
、
整
備

に
向
け
て
の
基
本
的
な
方
向
性

を
決
め
る
内
間
御
殿
保
存
管
理

計
画
の
策
定
に
着
手
し
、
そ
れ
に

基
づ
い
て
年
次
的
に
整
備
し
て

い
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

地
域
と
も
連
携
し
な
が
ら
内
間

御
殿
復
元
期
成
会
（
仮
称
）
を
発

足
さ
せ
、
内
間
御
殿
の
復
元
に
向

け
て
の
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。

　

今
年
度
も
文
化
財
ガ
イ
ド
養

成
講
座
を
開
催
し
、
町
内
の
文
化

財
を
案
内
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

９　

男
女
共
同
参
画
社
会

　
　
　

の
推
進

　

本
町
は
、
真
の
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
た
各
種

女
性
行
政
施
策
を
推
進
す
る
た

め
、「
さ
わ
ふ
じ
プ
ラ
ン
」
の
計

画
的
、
体
系
的
な
事
業
執
行
に
努

め
て
き
ま
し
た
。
政
策･

方
針
決

定
の
場
へ
の
女
性
登
用
に
つ
い

て
は
、
庁
内
は
も
と
よ
り
各
種
審

議
会
・
委
員
会
な
ど
へ
積
極
的
な

登
用
を
図
り
、
県
下
で
も
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
登
用
率
を
誇
っ
て
い

ま
す
。
特
に
今
年
度
は
、
第
二
次

西
原
町
男
女
共
同
参
画
計
画
「
さ

わ
ふ
じ
プ
ラ
ン
」
の
最
終
年
度
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
見
直
し

を
行
い
第
三
次
西
原
町
男
女
共

同
参
画
計
画
「
さ
わ
ふ
じ
プ
ラ

ン
」
策
定
に
向
け
て
取
り
組
み
ま

す
。
さ
ら
に
、
女
性
に
対
す
る
暴

力
（
Ｄ
Ｖ
）
の
相
談
窓
口
の
強
化
、

女
性
の
雇
用
機
会
の
拡
大
な
ど
、

男
女
が
そ
の
性
差
を
互
い
に
尊

重
し
合
い
、
協
力
し
て
生
活
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

　

10　

国
際
交
流
事
業
の
推
進

  

本
県
は
、
歴
史
的
・
地
理
的
特

性
と
国
際
性
豊
か
な
県
民
性
を

活
か
し
た
国
際
交
流
拠
点
と
し

て
、
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
国
際
交
流
事
業
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
も
引
き
続
き
、
町

海
外
移
住
者
子
弟
研
修
生
受
入

事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
琉

球
大
学
な
ど
の
留
学
生
と
の
交

流
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

11　

地
域
活
性
化
事
業
の　

　
　
　

推
進

  

地
域
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
、

町
民
が
主
体
と
な
っ
て
、
自
主
的

に
諸
活
動
に
参
加
し
、
信
頼
と
連

帯
感
に
満
ち
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
形
成
に
努
め
る
こ
と
が
最
も

大
切
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
活

力
に
満
ち
た
明
る
く
住
み
良
い

地
域
社
会
の
形
成
に
向
け
て
、
各

自
治
会
の
自
主
的
な
地
域
自
治

活
動
を
促
進
す
る
一
方
、
今
年
度

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に

よ
り
、
西
原
ハ
イ
ツ
自
治
会
へ
助

成
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、「
手

づ
く
り
の
ま
ち
」
原
材
料
助
成
事

業
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

12　

広
報
・
広
聴
活
動
の

　
　
　

推
進

　

広
報
、
広
聴
活
動
を
推
進
す
る

上
で
最
も
基
本
的
な
こ
と
は
、
行

政
の
情
報
を
正
確
か
つ
迅
速
に

伝
達
す
る
と
と
も
に
広
く
町
民

の
声
を
聴
取
し
、
行
政
と
町
民
が

情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
あ
り

ま
す
。

　

広
報
活
動
の
柱
で
も
あ
る
広

報
に
し
は
ら
は
、
町
民
に
よ
り
親

し
み
の
持
て
る
広
報
紙
を
め
ざ

し
て
紙
面
の
充
実
を
図
っ
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
と
も
内

容
の
充
実
・
改
善
に
努
め
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
今

後
と
も
正
確
か
つ
迅
速
な
情
報

の
提
供
を
図
り
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
ウ
ェ

ブ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
し
て
、
多

様
な
ツ
ー
ル
を
通
じ
た
広
報
を

め
ざ
す
こ
と
で
町
民
の
利
便
性

の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
内

容
の
充
実
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

広
聴
活
動
に
つ
い
て
は
、
特
に

平
成
24
年
度
は
、
小
学
校
区
単
位

で
行
政
懇
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
情
報
公
開
制
度
の
活
用
や

各
種
審
議
会
、
委
員
会
な
ど
へ
の

町
民
公
募
制
度
の
推
進
を
通
し

て
町
民
参
画
の
機
会
を
拡
充
す

る
と
と
も
に
、
各
種
団
体
な
ど
と

の
対
話
を
積
極
的
に
推
進
し
ま

す
。
さ
ら
に
は
Ｅ
メ
ー
ル
、
町
民

ア
イ
デ
ィ
ア
箱
、
窓
口
相
談
員
、

行
政
チ
ェ
ッ
ク
マ
ン
制
度
の
充

実
と
活
用
な
ど
、
き
め
細
か
な
広

聴
活
動
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

13　

お
わ
り
に

　

平
成
24
年
度
の
各
予
算
に
つ

い
て
は
、
申
し
上
げ
ま
し
た
諸
施

策
事
業
な
ど
を
中
心
に
編
成
し

て
い
ま
す
。（　

）
内
の
数
字
は

対
前
年
度
当
初
比
率
で
す
。

（1）
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
案

　

1
2
5
億
1
0
0
0
万
円

（
18
・
5
％
）

（2）
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳

入
歳
出
予
算
案

　
　
　
　

4
5
億
9
3
8
3
万
円

（
5
・
0
％
）

（3）
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳

　

出
予
算
案

1
6
億
6
3
7
4
万
8
千
円

（
2
・
1
％
）

（4）
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会

　

計
歳
入
歳
出
予
算
案

6
億
9
6
0
2
万
6
千
円

（
△
10
・
1
％
）

（5）
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

歳
入
歳
出
予
算
案　
　
　
　

　

6
億
8
8
4
0
万
円

（
△
3
・
1
％
）

（6）
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

歳
入
歳
出
予
算
案

　
　
　
　
　

1
億
6
0
8
8
万
円

（
△
3
・
9
％
）

（7）
水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い

て
は
、
収
益
的
収
入
8
億
8
7
7

3
万
5
千
円
、
収
益
的
支
出
8

億
3
8
7
6
万
7
千
円
、
資
本
的

収
入
3
6
0
0
万
3
千
円
、資
本
的

支
出
1
億
5
3
7
5
万
1
千
円
で

資
本
的
収
入
が
資
本
的
支
出
に
対

し
不
足
す
る
額
1
億
1
7
7
4
万

8
千
円
に
つ
い
て
は
、
損
益
勘
定

留
保
資
金
等
で
補
て
ん
し
ま
す
。

　

な
お
、
各
種
施
策
の
具
体
的
な

事
業
は
、
主
要
事
業
と
し
て
別
紙

に
ま
と
め
て
い
ま
す
の
で
、
予
算

案
と
併
せ
て
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

以
上
、
平
成
24
年
度
の
町
政
運

営
の
基
本
姿
勢
及
び
主
要
施
策

の
概
要
並
び
に
予
算
案
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
議
員
各

位
並
び
に
町
民
皆
様
の
ご
指
導

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
平

成
24
年
度
の
施
政
方
針
と
い
た

し
ま
す
。

　

平
成
24
年
３
月
５
日

　

西
原
町
長　

 

上
間　

明

町花木：さわふじ 町の木：ガジュマル 町の花：ブーゲンビレア
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「尿蛋白が出続けることで透析になるなんて、保健師の説明を受けて初めて知った。
専門医のもとで治療を始めて、先生もビックリするくらい結果が良くなって褒められた。嬉しい。ありがとう。」

４月よりスタート!
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あがりティーダウォーキングあがりティーダウォーキング

6月から10月はナイトウォークを開催! 仕事終わりに一汗流しませんか?

４月は転勤および就職、入学等により住所を移す方が多くなります。忘れずに住民票の異動の届出を行いましょう！

○○市　→　西原町へ

西原町　→　○○市へ

西原町字上原○○番地

↓

西原町字幸地○○番地

◎転出証明書
　（前住所地で発行された証明書）
◎届出人の本人確認ができるもの
　（運転免許証・健康保険証等）
◎別世帯の方が届出する際は委任状
◎印鑑（届出人が本人の場合は不要）
◎届出人の本人確認ができるもの
　（運転免許証・健康保険証等）
◎別世帯の方が届出する際は委任状
◎印鑑（届出人が本人の場合は不要）
◎届出人の本人確認ができるもの
　（運転免許証・健康険証等）
◎別世帯の方が届出する際は委任状
◎世帯の一部の方が転居する場合は、本人
　からの委任状　
◎印鑑（届出人が本人の場合は不要）

お問い合わせ ： 福祉部福祉課　☎945-5311（内線121 .123）

ご
注
意
!

災害時の避難に不安のある方は、災害時要援護者台帳への登録を。災害時の避難に不安のある方は、災害時要援護者台帳への登録を。

電話　９４５－５３１１　FAX　９４４－６５５１
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西原中から花いっぱいの
地域づくりを発信

　まちの緑化を図るとともに、花作りを通じて地域づく
りに参加することを目的に「フラワータウンプロジェク
ト」が西原中で実施され、38 通り会などへの贈呈式が 2
月 27 日に行われました。
　この事業は同中学校の生徒が育てた花のプランターを
地域に提供して、店先などで育ててもらうことで地域の
緑化を図り、花を通して生徒と地域の交流を育むことを
目指して実施されたものです。この日は、生徒のメッセー
ジが書かれた約 400 個のプランターが通り会や自治会な
どに贈呈されました。
　贈呈式で平良嘉男校長は「今まちづくりを支えている
人たちの次を背負って立つのは君たち。プロジェクトを
通じて、自分たちの時代はどんな町にしようか考えてみ
てほしい。」と生徒たちに事業の意義を語りました。また
同事業は、サンエー西原シティなどの町内企業・各種団
体が資材を提供して実現したとのこと。平良校長は「事
業の理解と多大な協力をいただいた。」と感謝を述べまし
た。

ＦＣ琉球が西原町で
フレンドリーマッチ

　沖縄にプロサッカーチームのキャンプを誘致する「美
ら島サッカーキャンプ」プロジェクトの一環として、2
月 13 日に西原町民陸上競技場で FC 琉球と水原三星ブ
ルーウィングス ( 韓国プロサッカーチーム ) のトレーニ
ングマッチが開催されました。水原三星は 2 月に町内の
東崎公園と町民陸上競技場をキャンプ地として滞在して
おり、そのトレーニングとして試合が行われました。
　試合前には、上間明町長から激励のあいさつと花束が
贈られ、両チームの選手を歓迎しました。無料で解放さ
れたスタンドには多くのファンや町民が観戦に訪れ、選
手のプレーに歓声を送りました。

　小波津団地自治会が 35 周年を迎え、2 月 19 日に小波
津団地自治会ふれあいセンターで記念式典と祝賀会が開
催されました。
　小波津団地は沖縄県住宅供給公社によって 1973 年から
宅地が造成され、近隣市町村から転入してきたことで作ら
れた地域です。77 年に 260 戸で自治会が結成され、今年
35 年の節目を迎えました。
　式典で石川清勝会長は「先輩方の功績や近隣自治会の
協力で発展することができた。まだ 35 年の歴史だが、こ
れから築き上げられる団地の伝統を子どもたちに託した
い。」とあいさつしました。また、未来への抱負として、
自治会と同じ 35 歳の金城豊さんが「団地に住み始めた先
輩方が、『ここがふるさと』と胸を張って言えるように地
域づくりをがんばったと思う。後世に引き継いでいけるよ
う、これからは自分たちが地域の先頭に立っていきたい。」
と力強く語りました。
　同自治会では関連事業
として、35 年の歴史を
振りかえる「あんやたん
写真展」を、2 月 5 日か
ら15日に開催しました。

西原から世界へ！
ビーチバレー選手が西原町で腕を磨く

　ビーチバレーで国際的に活躍している浅尾美和 ･ 浦田景子
選手と井上真弥 ･ 長谷川徳海選手のペアが西原マリンパーク
で合宿を行い、2 月 16 日に上間明町長を表敬訪問しました。
　2 年ぶりに本町で合宿をする浅尾選手は、今年ペアを結成
したばかりの浦田選手とともに、｢西原に戻ってこられて嬉
しい。冬の練習には最適の環境で、新しいペアの連携を高め
たい。｣ とコメントしました。2010 年シーズンに日本一にな
り、アジア大会にも出場し
た井上 ･ 長谷川ペアは ｢オ
リンピックを目指すため、
腕を磨きたい。｣ と力強く今
年の抱負を語りました。

小波津団地自治会が
35周年を迎える

　お笑いライブや専門家のトークを通じて、子育てに関
する悩みをともに考えることを目的に ｢爆笑うちな～子
育て｣ と題した講演会（町主催）が 2 月 11 日、町中央
公民館で開催されました。
　パパが育児を楽しむ方法などを講演した東浩司氏（Ｎ
ＰＯ法人ファザーリングジャパン理事）は、「男は子ど
もができる体感ができないので、育児に『パパスイッチ』
の点灯が必要。『パパスイッチ』入っていますか？」と
独特の表現で参加者に問いかけ、「世の中のお父さんが
笑顔で育児をがんばってほしい。」と呼びかけました。
　お笑いライブではウーマクーボーイズとハンサムの 2
組が漫才を披露。子育てアンケートの結果をもとに、妊
娠中の妻と飲みにいって帰ってきた夫が言い合うエピ
ソードなど、世の中の子育て事情を笑いで伝えました。
　「子育て解説トーク」と題した出演者のフリートーク
では、助産師の百名奈保さんを加えて産後うつや夜の営
みなど、普段なかなか人に相談しづらい問題を、笑いを
交えながら話し合いました。

笑いで子育てを考えよう！
お笑い子育て講演会を開催

町役場職員を対象に、
クレーム対応研修を開催

　住民対応の重要性を認識し、接遇の基本やクレーム時
の具体的な住民対応の手法を学ぶことを目的に、大城久
美子氏 ( コンサルティングオフィスおおしろ ) を講師に
迎え、「平成 23 年度西原町クレーム対応研修」（町主催）
を 2 月 8 日に実施しました。研修には各部署から職員
が参加。実際に役場で起こったクレーム事例を取り上

げ、そのときの対応の
問題点や、どう対応す
べきだったのかを話し
合い、今後の接遇の向
上と住民に優しい行政
サービスの提供を目指
しました。

発達障がい児の支援と、
保護者との関わりを学ぶ

　発達障がい児の理解を深め、支援を強化することを目
的に「平成 23 年度発達支援研修会」（町主催）が、2 月
17 日に町中央公民館で開催され、母子保健に関わる保
育士や幼稚園教諭などが参加しました。
　研修会では、本町の乳幼児健診などで発達相談を受け
ている臨床心理士の仲本弘子氏が、町の現状を説明。「発
達障がい児の対応は、親と周りの人が気付きを共有し、
共に育てること。」と語りました。
　また、沖縄県発達障がい児支援センターの保育士、玉
城珠美氏が専門的な立場から講演を行い、「親が障がい

を受け入れるには時
間が必要。日ごろから
信頼関係を構築して、
苦労や悩みを聞き、共
感し、尊重することが
必要。」と述べました。

｢西原町で大地震が起きたら｣
講演会で災害の恐ろしさを学ぶ

　子育てに関する基本的な知識や技能を学習することを目的に、各小中学
校PTA が展開する家庭教育学級の合同講演会が、2 月20 日に町中央公民
館で開催されました。講演会では ｢もし、西原町で『巨大地震･ 津波』が起
きたら｣と題して、琉球大学理学部の中村衛准教授（写真）が講演しました。
　中村氏は「沖縄は地震が少ないという認識を持つ人が多いが、震源の分
布では日本の7 分の1 の地震が沖縄周辺で起こっている。」と沖縄の特徴
を紹介。「地震の揺れは地盤の性質によって違う。西原町の中でも海岸に近
いところは揺れが大きくなる傾向がある。」と分析しました。また、「西原町
の地形は陸前高田市に似ている。陸前高田市の平坦な地はすべて津波がき
た。海抜5 ｍは浸水地域と考えて対策を考えるべき。」と津波対策の必要
性を指摘しました。
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普段は見られない図書館を探検！
　図書館の利用率の向上と子どもの学習の場としての活
用を図る「西原町立図書館の秘密を探ろう！」と題した
イベントが、2 月12 日に町立図書館で開催されました。
このイベントは町立図書館と琉球大学教育学部の望月道
浩研究室の学生が共同で開催。企画や運営は学生が中心
になって行われました。
　参加した子どもたちは資料室にある「図書館で一番古
い本」や沖縄戦の資料を見学したり、自動化書庫の操作を
教わったりして、初めて見る図書館の裏側に目を輝かせ
ました。イベント後は参加者に図書館大使の認定証が渡
されました。

クイズや実験で黒糖の秘密を知ろう！
　西原の中心産業だった製糖業にちなんで黒糖を知ろう
と、「黒糖の不思議を発見しよう！」(子ども探究心活性化
事業実行委員会主催)が2月24日、町立図書館で開催され
ました。
　参加した子どもたちは｢1本のサトウキビからどのぐら
いの黒糖が作れる？｣などのクイズに挑戦して、黒糖に関
する知識を学びました。また、砂糖の味比べをしたり、いろ
んなジュースに含まれる糖分を糖度計で測ってみたりし
て、黒糖の秘密を調べていました。

日ごろの活動の成果を披露　中央公民館まつり開催
　中央公民館を拠点として活動している事業やサークルが実
践発表を行い、今後の公民館活動の一層の充実と発展を目指す

「平成23 年度中央公民館まつり」が2 月25 日と26 日の2 日間、
町中央公民館で開催されました。
　イベントには、13 団体の作品や活動内容が展示され、26 の
サークルが舞台発表を行って、来場者に日ごろの活動をアピー
ルしました。展示コーナーでは、絵画や生け花などの作品が飾
られ、訪れた人の目を楽しませました。また、書道を展示した「茅原書芸会」（代表者 宮本
峰堂）は、東日本大震災の被災者支援のため義援金を募り、7,365 円を寄附しました。26 日
に開催された舞台発表の会場にはたくさんの人が来場し、コーラスや三線、大正琴に耳を
傾け、フラダンスや民踊などを観賞しました。またサークル活動の講師が、指笛・手話・カ
チャーシーの基本を教えるコーナーでは、来場者も参加してイベントを楽しみました。

平成 24年 4月 1日に「公益社団法人」へ移行
西原町シルバー人材センター西原町シルバー人材センター

　平成 20 年の公益法人制度改革 3 法の施行に伴い、西原町シルバー人
材センターは、公益法人認定の要件を満たす整備を図ってきました。平
成 23 年 11 月 1 日に県知事への認定申請手続きを行い、12 月 16 日に
沖縄県公益認定等審議会において、その内容が認定基準に適合している
との答申を受けました。
　これにより、平成 24年 4月 1日より、「『公益社団法人』西原町シルバー
人材センター」として新たにスタートすることになりました。
　西原町シルバー人材センターは、地域社会から信頼されるセンター組
織として大きな期待が寄せられています。今後も地域に密着した事業の
展開を基本に据えて、新しい公益法人組織のもと、地域高齢者の社会参
加活動や就業機会の創出など、公益目的事業の展開を強力に推進します。

平成２４・２５年度の後期高齢者医療の保険料率改定について
　後期高齢者医療制度は、年々増加する被保険者と医療費の動向を踏まえて２年ごとに保険料の見直しを行う
制度となっており、被保険者である高齢者一人ひとりに保険料のご負担をお願いしています。
　平成２４・２５年度の保険料率（所得割率、均等割額）については、約 16 億円の剰余金見込額を取り崩し、
据え置きとすることが決定されました。
　また保険料の賦課限度額については、高齢者の医療の確保に関する法律施行令及び沖縄県後期高齢者医療広
域連合後期高齢者医療に関する条例の改正により、55 万円に改められました。
　高齢者のみなさまにはご負担をお願いしますが、安心して医療が受けられるよう、今後にわたって安定的に
持続可能な財政運営とするため、ご理解とご協力をよろしくお願いします。

平成２４・２５年度沖縄県均一保険料率（平成２０年度より据え置き）
所得割率 均等割額

８．８０％ ４８，４４０円

沖縄県保険料賦課限度額
平成２４年度（改正後） 平成２３年度（改正前） 前年度比

５５万円 ５０万円 + ５万円

※上記の金額については、平成２４年２月１４日開催、「平成２４年第１回沖縄県後期高齢者医療広域連合議
　会定例会」において決定されました。（沖縄県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例の一部
　改正）

沖縄県被保険者数の動向　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）
年度 Ｈ20年度（実績） Ｈ21年度（実績） Ｈ22年度（実績） Ｈ23年度（見込） Ｈ24年度（見込） Ｈ25年度（見込）

被保険者数 109,090 113,104 117,106 121,112 125,051 129,073

※被保険者数について、平成 20 年度は、4 月から翌年 2 月までの平均人数。
※平成 21 年度以降は、3 月から翌年 2 月までの平均人数。

沖縄県被保険者一人当たり医療給付費の動向　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
年度 Ｈ20年度（実績） Ｈ21年度（実績） Ｈ22年度（実績） Ｈ23年度（見込） Ｈ24年度（見込） Ｈ25年度（見込）

医療給付額 875,926 894,880 917,511 941,325 960,196 982,566

※高齢者の一人当たりの医療給付費が増加する見込みとなっています。

お問い合わせ：沖縄県後期高齢者医療広域連合　〒 904-1192 うるま市石川石崎１丁目１番
　　　　　　　   総務課 098-963-8011　　管理課 098-963-8012　　事業課 098-963-8013

ごみの排出削減を目指して、計画を答申
　西原町一般廃棄物減量等推進審議会（新垣武会長）は、
町から諮問を受けていた「西原町一般廃棄物処理基本計
画」について審議した結果を、2 月8 日に答申しました。
　答申を受けて上間明町長は「本町のごみ排出量は近隣
と比較しても多く、比例して財政負担が肥大化している。
今後は特に生ごみと事業系ごみの処理を課題として、計
画内容を具体的な施策に活かしたい。」とこれからの抱負

を語りました。
　同計画は、現状分析や廃棄
物の排出量を予測し、排出抑
制や資源化の推進などを記
しており、内容を精査した上
で施策に反映されます。

高齢者の福祉と保険を見直し、充実を図る
　西原町高齢者保健福祉計画策定委員会（国吉悦子委員
長）は、平成23 年度で計画期間満了となる「西原町高齢者
保健福祉計画」の次期計画（ことぶきプラン2012）を審議
し、2 月10 日に答申しました。
　本計画は老人福祉計画と介護保険事業計画を併せたも
のとなっており、同委員会は次の計画に対して、高齢者福
祉事業の充実や介護保
険料の見直し等を答申
しました。
　答申を受けて、4 月1
日より新しい計画をも
とに事業が施行されま
す。
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口座振替のお申し込みは…

お問い合わせは

平成24年度からコンビニエンスストア納付スタート !平成 24年度からコンビニエンスストア納付スタート !
　これまで固定資産税、個人住民税（普通徴収）、軽自動車税の納付は、沖縄県内の金融機関、
ゆうちょ銀行・郵便局、県外の方は郵便局で納付を行っていましたが、全国の主なコンビニエンススト
アでも、時間や曜日を気にすることなく納付ができるようになりました。
　取扱いコンビニエンスストア及び金融機関については以下のとおりとなります。

【沖縄県内】　○ファミリーマート　　○ココストア　　○ローソン
【全　　国】上記 3社含む。
○セブンーイレブン　○デイリーヤマザキ　○ヤマザキデイリーストア　○サークルＫ　○サンクス　○ミニストップ　
○スリーエフ　○ハセガワストア　○コミュニティストア　○ポプラ　○生活彩家　○くらしハウス　○ダイエー　
○スリーエイト　○エブリワン　○セイコーマート　○スパー北海道　○セーブオン　○ＭＭＫ設置店　
○ヤマザキスペシャルパートナーショップ　

【沖縄県内の金融機関】　○琉球銀行　　○沖縄銀行　　○沖縄海邦銀行　　○コザ信用金庫　　
　　　　　　　　　　   ○沖縄県労働金庫　○沖縄県農業協同組合　○沖縄県内のゆうちょ銀行・郵便局

お問い合わせ　総務部税務課　徴収収納係☎945-4729

不動産公売の結果について
　町は、滞納者から差押えた不動産を 3 月 6 日に「公売」し、下記のとおり落札されました。

売却区分
番　　号 所在地 地目 地積（㎡） 見積価額（円）

（最低価額）
最高価申込
価額（円）

２３の１０ 国頭郡本部町字謝花
シリナ原 362 番 水道用地 1,486 6,290,000 6,300,000

　町税は、道路や公園の整備、福祉、教育、消防、ごみ処理などに活用される暮らしに欠かせないものです。本町の財政は依
然として厳しいことから、納税の指導や催告に応じない滞納者に対しては、預金、給与、賃貸料、不動産、タイヤロック等の
差押を行い、公売についても推し進めます。
　町税は、納期内での自主納付が基本原則です。みなさまの納期内納付へのご協力をお願いします。

お問い合わせ　総務部税務課　徴収収納係☎ 945-4729

確定申告が間違っていたとき　
　確定申告書を提出した後で申告内容に間違いがあることに気付いた場合や、確定申告を忘れていた場合などは、次の方法
で訂正や申告をすることができます。

税額を多く申告した場合には
更正の請求ができます。

提出期間 平成 23 年分→法定申告期限から５年以内

税額を少なく申告した場合は
修正申告をしてください。

法定納期限の翌日から納付する日までの期間、延滞税がかかります。

申告を忘れていた場合には
早めに申告してください。

加算税が賦課される場合があるほか、法定納期限の翌日から納付日までの期間に
ついて延滞税がかかります。

保険年金に係る特別還付金の手続
　次に該当する年金を受給されている方は、平成 12 年分から平成 18 年分の各年分の所得税額が納め過ぎとなっている場
合があります。ご注意ください。
　なお、納め過ぎとなっている方は、平成２４年６月２９日までに手続きをすることで納め過ぎの所得税額に相当する額（特
別還付金）が支給されます。

年金型保険 学資保険 個人年金保険

死亡保険金を年金形式で受
給している方。

学資保険の保険契約者が亡くなったことに伴い、
養育年金を受給している方。

相続等により個人年金保険契約に基づ
く年金を受給している方。

　
★★税に関する情報は国税庁ホームページへ★★　　　国税庁　検索←

北那覇税務署からのお知らせ
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支
給
対
象
者

障害児福祉手当
　精神又は身体に重度の障がいがあるため、日常生活で常時の介護を必要とする 20 才未満の在宅の
障がい児で、福祉保健所長の認定を受けた方。なお、以下の場合は対象となりません。
　（１）施設に入所（通所を除く）している場合。
　（２）政令で定める公的年金を受給している場合。

特別障害者手当
　精神又は身体に著しい重度の障がいがあるため、日常生活で常時特別の介護を必要とする 20 才以
上の在宅の障がい者で、福祉保健所長の認定を受けた方。なお、以下の場合は対象となりません。
　（１）施設に入所（通所を除く）している場合。
　（２）病院又は診療所に３ヶ月以上入院している場合。

支
給
制
限

　手当を請求する方の前年の所得が一定金額以上ある場合、又は同居している配偶者及び扶養義務者の前年の所得が
一定金額以上ある場合には、手当の支給が制限されます。

手
当
額

障害児福祉手当 月額　１４，２８０円　（平成２４年４月から改正）

特別障害者手当 月額　２６，２６０円　（平成２４年４月から改正）

支
給 　毎年２月、５月、８月、１１月の４回に分けて、その前月までの３ヶ月分を、届け出た金融機関の口座に振り込みます。

申
請
手
続

　認定請求書、所得状況届、所得証明書、戸籍謄本、住民票謄本の写、認定診断書などの必要書類を添えて、福祉部
介護支援係障害支援係の窓口へ提出してください。なお、認定請求書などは役場又は南部福祉保健所に備えています
ので、お問い合わせください。

　　※手当の額は消費者物価指数の動向で変更されるため、平成２４年４月より特別障害者手当等の額が変更となります。
＜お問い合わせ＞福祉部介護支援課（障害支援係）　☎ 945-5013 ／沖縄県南部福祉保健所総務福祉班　☎ 889-6364

　県では、精神又は身体の重度障がいのため、常時の介護を必要とするなどの特別な負担を軽減するため、在宅の
重度障がい児（者）に対して障害児福祉手当（特別障害者手当）を支給しています。ここでは、その制度について
紹介します。

障害児福祉手当・特別障害者手当制度について障害児福祉手当・特別障害者手当制度について
☆児童館とは？・・・児童館は　「幼稚園生や小学生が遊ぶところ」　だと思っていませんか？
　児童館は、子どもたちの健康で情操豊かな健全育成を目的とした施設です。乳幼児の親子から中高生まで利用できます。（安全上の
　理由により5歳以下のお子さんは保護者同伴での利用になります。）また、子どもを中心とした地域の方との交流活動の場でもありま
　す。　※幼稚園４歳児クラスのお子様は、５歳になっても保護者同伴です。
☆ファミリークラブとは・・・『町の子は、みんな我が子』を合い言葉に、子どもたちの健全育成を目的に楽しく活動するクラブです。児童館
　活動を一緒にできる方でしたら入会できます。
　＊ファミリークラブには３つのサークル、クラブがあり、好きなところに登録できます。

※曜日が変更になることもあるので、各児童館にお問い合わせください。　

主な活動内容
＊クラブ全体・・・文化・生活向上の為の講座　世代交流会、　
　交通安全マスコット作りなど
＊マミーキッズ・・・親子体操　リトミック（講師が来ます）、３館合
　同社会見学　運動会　クリスマス会など
＊わははクラブ・・・地域清掃　手作り会・行事のお手伝いなど
＊おはなしクラブ・・・おはなし製作　地域へ出張おはなし会など
　　　　

西原町じどうかん ファミリークラブ会員募集!!

保健師
だより 子どもの事故を予防しましょう！

　医学の進歩や衛生状況がよくなったことで、昔に比べて病気で亡くなる子どもはかなり少なくなりました。しか
しその反面、「不慮の事故」で亡くなる子どもが増えています。平成22 年度人口動態統計によると、子どもの死因で

「不慮の事故」が、0 歳児は第4 位ですが、1 歳から4 歳は第2 位、5 歳から9 歳においては第1 位、また、10 歳から14
歳も第1 位となっています（表1）。また
不慮の事故の内訳を見てみると、0 歳で
77.0％、1 歳から4 歳で52.3％、5 歳から
9 歳で24.8％、10 歳から14 歳においては
30.6％が、家庭内で事故が起きています。
家庭内における主な不慮の事故の種類に
ついては、円グラフをご覧ください。
　“事故”は突然起こるので予測が困難と
思われがちですが、環境の改善などにより
予防が可能といわれています。子どもの事
故を予防するためには、子ども自身に注意
力をつけさせることだけでなく、家庭内の
生活環境の改善が必要となってきます。特
に就学前のお子さんがいる保護者の方に
ついては、この機会に自宅内で危険なとこ
ろがないかチェックしてみましょう。

表 1：死因順位（第 5 位まで）
第 1 位 第 2 位 第 3 位 第 4 位 第 5 位

0 歳 先天奇形、変形
及び染色体異常

周産期に特異的
な呼吸障害等

乳幼児突然死症
候群

不慮の
事故

胎児及び新生児
の出血性障害等

1 ～
4 歳

先天奇形、変形
及び染色体異常 不慮の事故 悪性新生物 肺炎 心疾患

5 ～
9 歳 不慮の事故 悪性新生物

心疾患
先天奇形、変形
及び染色体異常

― その他の新生物

10 ～
14 歳 不慮の事故 悪性新生物 自殺 心疾患 先天奇形、変形

及び染色体異常

（平成 22 年度人口動態統計より）

5％

6％

4％

29％

22％
23％

23％

35％

4％ 0％

19％

27％
35％

19％

29％

22％

23％

1％

2％

86％
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西原町指定給水装置工事事業者

4 月保健事業日程
月日 曜日 事　　業　　名 対　　　象　　　者 実　施　場　所 使　用　室 受付時間
4/8 日 あがりティーダウォーキング 関心のある方 あがりティーダ公園   8:00 ～

4/11 水 ベビースクールⅠ H23.10.3 生まれ〜 H23.12.9 生まれ 中央公民館 調理・和室 13:30 ～
4/12 木 3 歳児健診 H20.11.16 生まれ〜 H20.12.15 生まれ 中央公民館 ホール・控室・和室・幼児室 13:30 ～ 14:15
4/18 水 ベビースクールⅡ H23.10.3 生まれ〜 H23.12.9 生まれ 社会福祉センター 大広間 13:30 ～
4/19 木 1 歳半健診 H22.8.8 生まれ〜 H22.9.7 生まれ 中央公民館 ホール・控室 13:30 ～ 14:15
4/22 日 20 代・30 代健診 20 代・30 代の方 中央公民館 ホール   8:00 ～ 10:00
4/23 月 住民健診 小橋川・内間 小橋川公民館 字公民館   8:00 ～ 10:00
4/23 月 BCG 3 ヶ月〜 6 ヶ月未満 沖縄県総合保健協会 15:30 ～ 16:00
4/26 木 ポリオ 3 ヶ月〜 7 歳半 中央公民館 ホール 13:45 ～ 15:00
4/26 木 ベビースクールⅢ H23.10.3 生まれ〜 H23.12.9 生まれ 坂田児童館 プレイルーム 10:00 ～
5/8 火 住民健診 小那覇 小那覇公民館 字公民館   8:00 ～ 10:00

　西原町では就学援助事業を行っています。		
　この制度は、経済的な理由で就学が困難な児童生徒の保
護者に対して援助するものです。	
　就学援助を希望される場合は、次に掲げる事項に留意の
うえ各学校へ申し出てください。

１．対象者	
　町内に住所を有し、同一世帯で児童生徒を養育している
　保護者。		
　（１）生活保護を受けている者。（【要保護世帯】として
　　　  認定します）	
　（２）生活保護は受けていないが、これに準ずる程度に 
          生活が困っていると町教育委員会が認定した者。　
　　       （【準要保護世帯】として認定します）	
  　　　具体的には、平成 23 年中の所得で同居の家族（住 
　　　 民票は別でも同一生計の人は含む）全員の総所得            
           額が下表の目安額未満の世帯の方です。	

※上記金額は大体の目安です。予算の枠内で収入・扶養人 
　数等を考慮して認定します。		
※所得とは、以下の算式で算出した額をいいます。	
　所得＝所得税法上の所得の合算額－所得控除（社会保険
　料控除額、生命保険料控除額、地震保険料控除額のみ）	

２．援助項目	
　　学用品費・校外活動費・修学旅行費・医療費・学校給
　　食費等	 　　　　

　※ただし、要保護（生活保護）世帯として認定された場
　　合は医療費・修学旅行費に限ります。
	
３．申請方法	
　補助対象者で就学援助を希望される方は、
就学先の学校に申請してください。
【受付期間】4月 23 日 ( 月）～ 5月 25 日 ( 金）	 　　
　※認定要件を満たしていても受付期間を過ぎた場合、受
　　け付けできませんのでご注意ください。　
【提出書類】
　①要保護・準要保護児童生徒に係る世帯票兼認定調書（学
　　校で配布）
   ②住民票謄本（続柄の記載されているもの）一部
　③平成 24 年度課税証明書（同一世帯者のうち、18 歳以
　　上の者全員）                    
　④その他（家賃証明書・預金通帳の写し等）	
　※②及び③の書類については、所得の状況及び住民情報
　　を教育委員会が確認することに同意する方は提出不
　　要。（同意されない方は、先に認定調書と住民票謄本
　　を提出し、課税証明書は 6 月 1 日以降にお早めに提出
　　してください。）		
　※平成 24 年 1 月 1 日に西原町以外に住民票のあった方
　　は西原町に税の情報がないため、後日課税証明書の提
　　出を求めます。		
   ※追加申請（町外からの転入者、被災者、生活保護の開始・
　　廃止者等、年度途中からの援助が必要と認められる者
　　に限る）については平成 25 年 1 月末日まで。		
	
【提出先】就学先の小・中学校	 　                  　
　お問い合わせ　各小・中学校または
　教育委員会学校教育課	
　電話　945-5039（内線 513） FAX 945-6770	
							     

世　帯 家族構成 総所得額

2 人 　親 1 人・小学生 1 人の場合 146 万円
3 人 　親 1 人・中学生 1 人・小学生 1 人の場合 208 万円
4 人 　両親・中学生 1 人・小学生 1 人の場合 250 万円
5 人 　両親・中学生 1 人・小学生 1 人・4 歳の場合 279 万円

【平成 24 年度 就学援助希望者の申請について】

◆お問い合わせ◆　福祉部健康推進課　　℡　945-4791　fax　944-6554

子宮頸がん・ヒブ・小児用肺炎球菌の予防接種について子宮頸がん・ヒブ・小児用肺炎球菌の予防接種について

※子宮頸がん予防ワクチン・ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチンの接種は、予防接種法に基づかない任意
の予防接種となります。予防接種の効果と副反応をご理解いただき、保護者の判断のもとで接種してください。
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事 務 所 移 転 し ま し た !
借金問題、相続、遺言、後見人等お気軽にご相談ください。（予約制）
（借金問題は初回相談無料です。）

与那原町字東浜 23番地 2　℡ 882－8177　　 0120－36－7930　営業時間 平日AM9：00～PM6：00　フリー
ダイヤル

代表司法書士　喜 屋 武　  力

完全個室の相談ブース完備。
秘密厳守でゆったりとした

相談ができます! きゃん事務所
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○
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
（
1
級
の
月
額
）
5
0
4
0
0
円

　
（
2
級
の
月
額
）
3
3
5
7
0
円

【
ご
注
意
く
だ
さ
い
】

※
申
請
は
本
人
の
み
で
、
代
理
申
請

　

は
で
き
ま
せ
ん
。

※ 

所
得
に
よ
り
手
当
月
額
が
変
わ

　

る
、
ま
た
は
手
当
が
な
い
場
合
も

　

あ
り
ま
す
。

※
生
計
が
同
じ
（
電
気
料
金
が
同
じ

　

で
あ
る
等
）
親
族
の
所
得
も
確
認

　

し
ま
す
。
税
の
未
申
告
者
が
い
る

　

場
合
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

※
毎
年
８
月
に
「
現
況
届
」
等
の
提

　

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】
福
祉
部
福
祉
課

☎
9
4
5

・

5
3
1
1

　

地
方
税
法
第
4
1
6
条
第
1
項

の
規
定
に
よ
り
、
平
成
24
年
度
土
地

家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
し
ま
す
。
な

お
、
縦
覧
で
き
る
方
は
、
西
原
町
内

に
所
有
す
る
土
地
や
家
屋
に
か
か
る

固
定
資
産
税
の
納
税
者
ま
た
は
代
理

人
で
す
。
納
税
者
の
場
合
は
運
転
免

許
証
等
、
本
人
で
あ
る
と
確
認
で
き

る
も
の
、
代
理
人
の
場
合
は
納
税
者

か
ら
の
委
任
状
と
運
転
免
許
証
等
、

代
理
人
本
人
で
あ
る
と
確
認
で
き
る

も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
縦
覧
期
間
】
平
成
24
年
4
月
2

日
（
月
）
～
5
月
31
日
（
木
）（
土

日
、
祝
日
は
除
く
）
8:

30
～
17:
15

（
12:

00
〜
13:

00
を
除
く
）

【
縦
覧
場
所
】
総
務
部
税
務
課

【
問
合
せ
】

総
務
部
税
務
課
☎
9
4
5

・4
7
2
9

（
内
線
1
4
3
･
1
4
5
･
1
4
8
）

事
業
委
員
会
・
小
那
覇
自
治
会

〈
出
場
者
の
申
込
〉

　

出
場
希
望
者
は
申
込
用
紙
に
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
連
絡
先
（
自

宅
ま
た
は
携
帯
）・
応
募
動
機
を
記

入
の
上
、顔
写
真
を
貼
付（
証
明
用
サ

イ
ズ
）し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申

込
用
紙
は
小
那
覇
公
民
館
で
配
布
し

て
い
る
ほ
か
、西
原
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
出
場
者
数
は
15
組
。
応
募
多
数
の

場
合
は
選
考
の
上
、
出
場
者
に
通
知

し
ま
す
。

【
参
加
費
】
二
千
円

【
受
付
〆
切
】
4
月
13
日
（
金
）

【
問
合
せ
・
申
込
み
】
小
那
覇
公
民

館
（
字
小
那
覇
３
９
７
番
地
）
☎
・

F
A
X
9
4
6

・

0
7
4
8

【
日
程
】
6
月
3
日
（
日
）

【
試
験
の
種
類
】
甲
種･

乙
種
（
第

1
類
～
第
6
類
）･

丙
種

【
試
験
会
場
】
南
部
農
林
高
校･

沖

縄
国
際
大
学
ほ
か

【
願
書
受
付
期
間
】
4
月
19
日
（
木
）

～
26
日
（
木
）

【
願
書
提
出
先
】（
財
）
消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
へ
、
郵
送
ま
た
は
直
接

持
参
（
※
電
子
申
請
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。）

【
願
書
配
布
先
】
各
消
防
本
部･

（
財
）

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

【
問
合
せ
】（
財
）
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
沖
縄
県
支
部

☎
9
4
1

・

5
2
0
1

　

沖
縄
県
の
振
興
発
展
を
担
う
人
材

の
育
成
を
目
的
と
し
て
、
平
成
24
年

度
の
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。
詳
細

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
oihf.or.jp/

）等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
対
象
】
次
の
要
件
を
満
た
す
者

（1）
県
内
に
住
所
を
有
す
る
者
の
子
弟

で
、
国
内
の
大
学
、
大
学
院
、
高
等

専
門
学
校
も
し
く
は
専
修
学
校
（
専

門
課
程
）
に
在
学
し
て
い
る
者
ま
た

は
平
成
24
年
4
月
入
学
予
定
の
者
。

（2）
学
業
、
人
物
と
も
に
優
秀
で
あ
る

が
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
に
困

難
が
あ
る
者
。

【
問
合
せ
】（
財
）
沖
縄
県
国
際
交
流

･

人
材
育
成
財
団　

奨
学
課

☎
9
4
2

・

9
2
1
3 

第
10
回
「
梅
の
香
り
」う
た

遊
び
大
会
の
ご
案
内
お
よ
び

出
場
者
募
集
に
つ
い
て

ひ
と
り
親
世
帯
・
障
が
い
児

世
帯
の
み
な
さ
ま
へ

平
成
24
年
度
貸
与
奨
学
生

の
募
集
に
つ
い
て

危
険
物
取
扱
者
試
験
の

ご
案
内

第
15
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
展
示

即
売
会
開
催
の
お
知
ら
せ

土
地
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

縦
覧
の
お
知
ら
せ

4/29（日）
昭和の日

4/30（月）
振替休日

5/1
（火）

5/2
（水）

5/3（木）
憲法記念日

5/4（金）
みどりの日

5/5（土）
こどもの日

燃えるごみ
通常

どおり
通常

どおり
通常

どおり
通常

どおり

燃えないごみ
危険ごみ
粗大ごみ

通常
どおり

休み

資源ごみ 休み
通常

どおり
通常

どおり
休み 休み

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

ご
み
回
収
に
つ
い
て

西原東中学校
　第 2回家庭教育学級・閉級式

　2月 23日（木）18:30 ～

　西原東中技術室 

　実習：「スワロフスキーの

　　　　アクセサリー作り」

　講師：石川　政美（ビーズ

　　　　インストラクター） 

 

坂田小学校  
　第 3回家庭教育学級・閉級式

　2月 29日（水）19:00 ～ 

　坂田小家庭科室  

　実習：「給食エプロン作り」 

　 講師：仲里　惠子  

西原東小学校  
　第 3回家庭教育学級・閉級式

　2月 28日（火）19:00 ～

　西原東小図書室

　講話：「子育てコーチング」 

   講師：神村　佳宏

　　　　（ハートフルオフィス

　　　　代表）  
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生涯学習課
中央公民館
町民体育館
坂田児童館
西原児童館
西原東児童館

℡.098-945-5036
℡.098-945-3657 
℡.098-945-8095
℡.098-944-6308 
℡.098-945-4393 
℡.098-944-0976

事　　　　業 日　　　　時 備　　　　考

①　マミーキッズ 毎 週（ 水 ）　10：30 ～ 12：00 対象：乳幼児の親子
②　児童館○×クイズ 17 日（ 火 ）　14：00 ～ 15：00 児童館に関するクイズ大会をするよ。
③　ビデオ会 21 日（ 土 ）　14：00 ～ 16：00 みんなでビデオをみよう。
④　マミーキッズクラブ 毎 週（ 水 ）　10：30 ～ 11：30 対象：乳幼児の親子　要申込
⑤　防犯ビデオ会 21 日（ 土 ）① 10：30 ② 14：00       
⑥　こいのぼり掲揚式 25 日（ 水 ）　 ９：30 ～ 10：30 対象：西原幼稚園児・マミーキッズ
⑦　マミーキッズ 毎 週 （ 金 ）　10：30 ～ 11：30 対象：乳幼児の親子　ママ友さんと子育てトークしてみよう！

⑧　ＤＶＤ鑑賞会 16 日（月）～21日（土）15：30～17：00 静かに観ましょうね。
⑨　母の日プレゼント作り 28 日（ 土 ）　14：00 ～ 16：00 申込人数：10 人迄　詳細は児童館まで

※下記事業のお問い合せは、①～③は坂田児童館、④～⑥は西原児童館、⑦～⑨は西原東児童館へ。

第90号

四
月
休
館
日

April  4月

http://library.town.nishihara.okinawa.jp/
Eメール　library@town.nishihara.okinawa.jp

定
期
行
事
の

　
　

お
知
ら
せ

紙芝居（毎月第１、第３土曜日）

おはなし会（毎月第２、第４日曜日）

上映会（毎月第３日曜日）

日時：4月7日、21日　午前10時30分

場所：おはなしのへや

日時：4月8日、22日　午後3時

場所：おはなしのへや

日時：4月15日　午前11時　場所：2階　集会室

上映作品： 「すいかのたね」

ダイ　　モクヨウビ
【19日】館内整理日（第３木曜日）

ニチ カンナイセイリビ

【29日】昭和の日
ニチ ショウワ　 ヒ

　新年度を迎えました。新しいランド
セルや制服を身をまとい通学する子ど
もたち。新しいスーツを着た新社会人
など、4 月は何もかもがまぶしく映る
時期ですね。
　図書館スタッフも新人が加わり、新
鮮な気分と、とまどいながらのスター
トとなります。
　手続きなどで多少時間がかかるかも
しれませんが、ご了承ください。^_^;

【利用者カードの更新手続きについて】
　現在ご利用中の利用者カードは、3月いっぱいで期限が切れます。4月からは新たに更新が必要になります。下記の表にしたがっ
て、更新手続きをお願いします。
　また、今年度から申請の際に行政区の確認を行いますので自分の住んでいる行政区を把握した上で、手続きをお願いします。

対象者 必　要　な　も　の

西　原　町　民

一般、中高生の方

①住所、氏名が確認できるもの

　（免許証、保険証、住民票（発行日から 3 ヶ月以内）など）

　※いずれもない場合は、1 ヶ月以内に発行された本人名義の公共料金明細書

小学生以下の方

①住所、氏名が確認できるもの

　（保険証、住民票（発行日から 3 ヶ月以内）など

　（保険証は写しでも可、その際名前と住所がわかるようにしてください）

②年賀状などの本人宛の郵便物（6 ヶ月以内）　　　のいずれか

西原町内在勤者
西原町内の企業などにお勤め

の方

住所、氏名が確認できるもの

　（免許証、保険証、住民票（発行日から 3 ヶ月以内）など）に加えて

①社員証（事業所の住所が記入されていてかつ西原町であるもの）

②保険証（記載されている事業所の住所が西原町であるもの）

③在勤証明書　　　のいずれか

　（在勤証明書の様式は図書館のホームページからダウンロードが可能です。）

西原町内在学者
西原町内にある学校に通学さ

れている方

住所、氏名が確認できるもの

　（免許証、保険証、住民票（発行日から 3 ヶ月以内）など）に加えて

①学生証（在籍期間が明記されているもの）

②在学証明書　　のいずれか

　（在学証明書の様式は図書館のホームページからダウンロードが可能です。）

「子どもの読書週間」（４/２３～５/１２）について
　子どもたちに「もっと本を」との願いから「子どもの読書週間」は始まりました。
　小さいときから本を読む楽しさを知っていることは、こどもの成長にとても大切なことです。「子どもの読書週間｣ の間、図書館やまちの本
屋さん、学校の図書室などでは、読み聞かせや人形劇などの楽しい行事がいっぱい行われます。ぜひ楽しんでください。また、この期間は、
大人が子どもに本を手渡す週間でもあります。
　西原町立図書館では、4 月 20 日から 5 月 16 日までのあいだ、「絆（きずな）」をテーマに資料展を開催します。去った大震災から 1 年余り。

「絆」という 1 文字に込められた意味を考えさせられる機会ではなかったのではないかと思います。
　さあ、みなさん !! この「子どもの読書週間」を機会に親子の「絆」を深め、仲良く楽しく読書を楽しむのはいかがですか？

　

二
月
二
十
五
日
�
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
�
で
町
青
少
年
健

全
育
成
協
議
会
主
催
の
青
少
年
伝
統
文
化
交
流
大
会
﹁
小
・

中
学
生
将
棋
大
会
﹂
を
開
催
し
ま
し
た
�
若
き
棋
士
達
は
頂

点
を
目
指
し
て
対
局
し
�
駒
音
だ
け
が
響
き
渡
る
世
界
を
創

り
上
げ
ま
し
た
�
そ
の
結
果
�
唯
一
の
小
学
生
チ
�
ム
が
他

の
中
学
生
チ
�
ム
を
倒
し
�
栄
誉
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
�

坂
田
小

西
原
東
中

西
原
東
中

西
原
東
中

お問い合わせ お問い合わせ
・その他


